
龍
山
文
化
後
期
に

陳
北
出
土
玉
器
を
中
心
に

お
け
る
玉
器
の
ひ
ろ
が
り

岡

寸木

秀

曲
ハ

龍11」文化後期における玉器のひろがり（閥村）

は
　
じ
　
め
　
に

　
中
国
股
周
時
代
の
祭
祀
儀
礼
の
な
か
で
、
玉
器
は
青
銅
器
と
な
ら
ぶ
重
要

な
役
割
を
も
っ
て
い
た
。
　
九
七
〇
年
代
以
後
、
中
国
の
各
地
で
考
古
学
調

査
が
す
す
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
玉
器
の
起
源
が
新
石
器
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
な
か
で
も
良
渚
文
化
に
お
け
る
玉
壁
や
玉
珠
な
ど

の
玉
礼
器
と
そ
こ
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
神
像
や
獣
面
紋
の
発
見
に
よ
っ
て
、
玉

礼
器
の
源
流
が
は
る
か
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
ご
ろ
ま
で
た
ど
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
山
東
龍
山
文
化
や
石
家
河
文
化
（
湖
北
龍
山
文
化
）
、
客

省
荘
家
二
期
文
化
（
陳
西
龍
山
文
化
）
な
ど
の
遺
趾
で
採
集
さ
れ
て
い
た
玉

器
に
つ
い
て
、
林
巳
奈
矢
氏
は
良
渚
文
化
と
一
　
学
頭
文
化
と
の
間
を
つ
な
ぐ

資
料
と
し
て
着
目
し
、
こ
れ
を
「
龍
山
晩
期
」
と
呼
ん
で
詳
細
な
検
討
を
お

　
　
　
　
①

こ
な
っ
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
い
っ
て
、
考
古
学
的
な
発
掘
例
の
増
加

と
と
も
に
そ
の
年
代
や
遺
趾
の
性
格
が
し
だ
い
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　
こ
の
紀
元
前
二
〇
〇
〇
年
前
後
の
玉
器
は
、
工
里
頭
文
化
以
後
の
玉
礼
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
直
接
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
龍
山
時
代
の
土
器
に
示
さ
れ
る
地
域
的
な

文
化
の
範
囲
を
こ
え
て
、
広
域
の
ひ
ろ
が
り
を
も
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

山
東
龍
山
文
化
の
玉
器
紋
様
は
、
同
時
期
の
石
家
河
文
化
の
そ
れ
と
共
通
し
、

凸
線
で
表
現
さ
れ
る
手
法
に
も
同
じ
特
徴
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
画

面
や
鳥
形
な
ど
石
家
河
文
化
に
特
徴
的
な
玉
器
の
い
く
つ
か
は
そ
の
時
間
と

空
間
を
こ
え
て
中
原
の
股
墓
や
西
里
墓
か
ら
出
土
し
、
さ
ら
に
遠
く
一
〇
〇

〇
㎞
ほ
ど
離
れ
た
陳
西
省
北
部
（
拝
撃
）
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。
陳
北
の

玉
器
は
す
べ
て
採
集
晶
の
た
め
、
そ
の
年
代
を
正
確
に
決
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
後
述
の
よ
う
に
、
遺
趾
は
石
家
河
文
化
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
併
行
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
玉
器
の
ひ
ろ
が
り
の
背
景
に
は
、

（
1
）
玉
器
そ
の
も
の
の
移
動
、
（
2
）
玉
器
工
人
の
移
動
、
（
3
）
玉
器
の
技
術
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の
伝
播
や
形
の
模
倣
、
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
が
、
玉
の
産
地
同
定
を
目
的
と

し
た
鉱
物
学
的
な
分
析
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
玉
器
の
製
作
地

を
確
か
め
る
こ
と
は
ひ
じ
ょ
う
に
む
ず
か
し
く
、
そ
の
検
討
は
な
お
考
古
学

　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

的
な
方
法
に
よ
ら
さ
る
を
え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
わ
た
し
は
～
九
九
四
年
以
来
、
長
江
中
流
域
の
屈
家
嶺
・
石
家
河
文
化
の

城
郭
遺
趾
を
調
査
す
る
な
か
で
、
湖
北
諸
天
門
市
石
家
河
遺
蛙
や
荊
州
市
陰

湘
城
遺
肚
な
ど
の
城
郭
言
置
の
近
傍
か
ら
出
土
す
る
石
家
河
文
化
の
玉
器
に

つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
そ
し
て
、
～
九
九
八
年
三
月
、
そ
れ
に
関

連
し
て
泰
西
省
神
木
県
議
昴
遺
玩
で
採
集
さ
れ
た
玉
器
を
調
査
す
る
と
と
も

に
、
同
じ
よ
う
に
外
来
系
統
の
玉
器
が
採
集
さ
れ
て
い
る
延
安
市
藍
山
昴
遺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

趾
の
踏
査
を
お
こ
な
っ
た
。
石
昴
遺
子
の
鷹
形
玉
算
と
玉
虎
頭
に
つ
い
て
は
、

長
江
中
流
域
の
石
家
河
文
化
で
製
作
さ
れ
、
長
原
を
へ
て
陳
北
に
も
た
ら
さ

れ
た
と
い
う
考
え
を
、
香
港
中
文
大
学
で
の
玉
器
の
国
際
会
議
で
す
で
に
発

　
　
　
　
　
　
　
⑤

表
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
十
分
な
認
識
を
も
た
れ

て
い
な
か
っ
た
陳
北
の
玉
器
と
そ
の
遺
趾
に
つ
い
て
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
紀

元
前
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
お
け
る
玉
器
の
ひ
ろ
が
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

た
い
と
お
も
う
。

①
林
巳
奈
夫
『
中
国
古
玉
の
研
究
睡
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
。

②
龍
山
文
化
と
は
、
黄
河
中
・
下
流
域
に
お
け
る
新
石
器
時
代
後
期
（
紀
元
晶
溺
三

　
〇
〇
〇
年
紀
後
半
）
文
化
の
総
称
で
あ
り
、
こ
ん
に
ち
で
は
土
器
様
式
の
地
域
的

　
な
差
異
に
よ
っ
て
山
東
龍
山
文
化
や
中
原
龍
由
文
化
な
ど
の
地
域
文
化
が
設
定
さ

　
れ
て
い
る
。
そ
の
い
っ
ぽ
う
で
前
王
○
○
○
年
紀
に
は
、
黒
陶
・
灰
陶
の
ひ
ろ
が

　
り
と
と
も
に
、
銅
器
・
玉
器
・
城
郭
の
出
現
な
ど
の
通
文
化
的
な
変
化
が
み
ら
れ

　
る
こ
と
か
ら
、
最
近
で
は
前
三
〇
〇
〇
年
紀
前
半
の
廟
底
溝
第
二
期
文
化
や
良
渚

　
文
化
、
屈
家
嶺
文
化
な
ど
の
諸
文
化
を
ふ
く
め
て
龍
山
時
代
と
呼
ぶ
こ
と
が
多
い

　
（
厳
文
明
「
龍
山
文
化
和
龍
山
時
代
」
『
文
物
歴
一
九
八
○
年
三
六
期
）
。
つ
づ
く

　
爺
二
〇
〇
〇
年
紀
前
半
の
二
黒
頭
文
化
の
時
代
に
は
、
洛
陽
を
中
心
と
す
る
二
里

　
頭
文
化
の
ほ
か
に
、
山
西
西
南
部
の
東
下
薦
文
化
や
山
西
中
部
の
東
太
墾
文
化
な

　
ど
多
く
の
土
器
文
化
が
設
定
さ
れ
、
近
年
の
中
国
で
は
こ
れ
を
夏
時
代
と
呼
ん
で

　
い
る
。
し
か
し
、
伝
説
の
夏
王
朝
の
時
窒
的
位
置
づ
け
が
む
ず
か
し
く
、
龍
山
時

　
代
に
な
ら
っ
て
二
里
頭
時
代
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

③
こ
れ
ま
で
は
「
影
響
」
や
「
交
流
」
な
ど
の
曖
昧
な
醤
葉
で
玉
器
の
ひ
ろ
が
り

　
を
説
明
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
（
た
と
え
ば
良
渚
文
化
の
玉
珠
・
玉
壁
を
論
じ

　
た
↓
ω
巳
・
ζ
画
国
に
昏
α
q
’
い
冨
鵠
α
q
N
ゲ
摂
》
び
象
①
箔
⑦
o
節
繧
。
》
ユ
の
－
覧
㊦
匡
冒
α
Q
O
ロ
7

　
ε
冨
写
ω
8
夢
＄
し
。
区
∋
O
o
山
騎
琶
O
謀
口
P
》
ミ
避
ミ
§
＜
o
ド
①
ρ
一
り
8
為
㎝
－
Q
。
ω

　
な
ど
）
、
む
し
ろ
玉
器
の
生
産
と
流
通
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
努
力
が
必
要
で

　
あ
ろ
う
（
岡
村
秀
典
「
中
国
先
史
時
代
玉
器
の
生
産
と
流
通
」
『
東
ア
ジ
ア
に
お

　
け
る
生
産
と
流
通
の
歴
史
社
会
学
的
研
究
隔
、
中
国
書
店
、
一
九
九
四
年
）
。

④
平
成
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
（
国
際
学
術
研
究
）
に
よ
る
調
査
。
調
査
に

　
は
京
都
大
学
大
学
院
生
上
野
祥
史
君
の
協
力
を
え
た
。

⑤
岡
村
秀
典
m
公
元
前
二
千
年
前
後
申
国
玉
器
之
拡
張
」
（
『
東
亜
玉
器
（
国
帥
。
。
［

　
》
臨
き
冒
餌
＠
ω
唄
ヨ
げ
9
0
｛
国
×
。
巴
魯
8
）
』
第
～
巻
、
香
港
中
文
大
学
、
一
九

　
九
八
年
）
。
噸
東
亜
玉
器
』
は
｝
九
九
八
年
～
～
月
に
香
港
中
文
大
学
中
国
考
古
芸

　
術
研
究
セ
ン
タ
…
が
主
催
し
た
第
三
回
南
中
国
及
隣
近
地
区
古
文
化
研
究
会
議
に

　
あ
わ
せ
て
公
刊
さ
れ
た
論
文
集
（
第
一
・
第
二
巻
）
と
図
録
（
第
三
巻
）
で
あ
る
。

　
こ
の
会
議
で
は
露
国
各
地
の
玉
器
に
か
ん
す
る
最
新
の
情
報
が
集
め
ら
れ
、
小
論

　
は
そ
れ
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
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龍山文化後期における玉器のひろがり（岡村）

延
安
市
三
山
昴
三
三
と
そ
の
玉
器

　
一
　
遣
　
蛙

　
延
安
は
一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
七
年
ま
で
中
国
共
産
党
が
対
日
戦
争
と

内
戦
を
指
揮
し
て
き
た
革
命
の
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
黄
河
支
流
の

延
河
が
厚
い
黄
土
高
原
を
切
り
刻
む
典
型
的
な
「
溝
墾
昴
梁
」
地
帯
で
、
平

野
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
鷺
山
昴
遺
趾
は
、
延
安
市
の
北
道
一
〇
㎞
の
重
盗
郷

麗
山
昴
村
に
位
置
し
、
標
高
は
一
二
〇
〇
m
あ
ま
り
（
図
1
）
。
市
の
中
心

か
ら
村
ま
で
は
車
で
一
時
間
、
こ
こ
ま
で
外
国
人
が
足
を
踏
み
い
れ
た
こ
と

は
か
っ
て
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
ん
に
ち
の
住
居
は
、
す
べ
て
黄
土
の
斜
颪

に
横
穴
を
穿
っ
た
霧
洞
で
、
交
通
や
水
の
便
の
た
め
狭
い
谷
底
に
｝
軒
ず
つ

点
在
し
て
い
る
。
三
月
と
い
う
の
に
谷
の
水
は
凍
っ
た
ま
ま
で
、
荒
涼
た
る

黄
土
の
斜
面
が
道
の
両
側
に
せ
ま
っ
て
い
る
。
先
史
時
代
の
遺
鮭
は
谷
奥
の

河
床
か
ら
急
斜
面
を
一
五
〇
m
ほ
ど
登
っ
た
尾
根
上
の
南
斜
面
に
ひ
ろ
く
分

布
し
、
山
頂
か
ら
は
黄
土
高
原
の
山
並
み
が
遠
く
ま
で
見
渡
せ
る
。
五
山
昴

の
「
昴
」
は
陳
北
の
方
書
で
「
山
頂
」
を
意
味
す
る
。
山
頂
ま
で
果
樹
園
の

段
々
畑
が
つ
づ
き
（
図
2
）
、
東
西
に
連
な
っ
た
尾
根
上
に
は
縄
紋
や
藍
紋

（
平
行
タ
タ
キ
目
）
を
も
つ
灰
陶
や
紅
褐
陶
な
ど
の
土
器
片
が
散
布
し
て
い

る
ほ
か
、
断
崖
の
各
所
に
住
居
蛙
の
石
灰
面
や
民
団
が
露
出
し
て
い
る
（
図

3
）
。
表
土
の
流
出
に
よ
る
遺
趾
の
破
壊
が
い
ち
じ
る
し
く
、
近
年
の
開
墾

が
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
。
黄
土
高
原
地
帯
で
は
紀
元
前
三
〇
〇

〇
年
紀
に
住
居
の
床
面
や
壁
画
に
石
灰
を
塗
布
し
た
窟
洞
が
出
現
す
る
が
、

こ
の
遺
蛙
は
龍
山
時
代
の
山
西
省
石
楼
県
盆
溝
遺
趾
の
よ
う
な
丘
陵
斜
面
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

霧
洞
式
住
居
が
分
散
す
る
集
落
と
考
え
ら
れ
る
。

　
藍
山
昴
遺
蛙
が
注
意
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
村
民
が
こ
こ
で
採
集

し
た
玉
器
を
～
九
八
一
年
に
延
安
市
に
も
た
ら
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
ち
に
延
安
市
文
物
管
理
委
員
会
の
姫
乃
軍
氏
ら
が
踏
査
を
お
こ
な
い
、

雄
σ

二
〇
〇

1091090　20’

　
　
。
。
ω

　
0
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36e
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図1　蔵山昴遺玩の位
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宦
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、
六
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難
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ヂ

　図3　断崖に露出した
　　　　灰坑

図2　薦山昴遺趾の遠景（東から）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

そ
の
玉
器
を
『
文
物
』
誌
上
に
紹
介
し
た
。
そ
の
報
告
の
な
か
で
姫
氏
は
、

徴
収
し
た
二
三
点
の
玉
器
は
村
民
が
解
放
前
後
と
一
九
六
六
年
前
後
に
尾
根

上
の
数
ヶ
所
か
ら
採
集
し
て
い
た
も
の
で
、
付
近
一
帯
に
は
龍
山
文
化
後
期

の
土
器
片
が
散
布
し
て
い
る
も
の
の
、
玉
器
の
年
代
は
専
門
家
の
意
見
に
し

た
が
っ
て
西
周
時
代
に
比
定
し
た
。
こ
の
報
告
が
研
究
者
の
注
目
す
る
と
こ

ろ
と
な
り
、
姫
氏
は
ふ
た
た
び
遺
勲
を
踏
査
し
て
収
集
し
た
玉
石
器
と
土
器

に
つ
い
て
新
た
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
既
往
の
玉
器
に
つ
い
て
も
独
自
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

検
討
を
す
す
め
、
そ
の
年
代
を
龍
山
時
代
に
修
正
し
た
。
姫
氏
の
話
に
よ
る

と
、
そ
の
後
、
一
九
九
二
年
に
陳
西
省
考
古
研
究
所
が
遺
趾
の
北
側
で
試
掘

を
お
こ
な
っ
た
が
、
遺
趾
の
破
壊
が
い
ち
じ
る
し
く
、
み
る
べ
き
成
果
は
え

ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
北
京
か
ら
張
忠
培
氏
ら
が
訪
れ
、
土
器
の
な
か
に

は
龍
山
時
代
の
ほ
か
二
里
頭
時
代
に
下
る
も
の
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
た
と
い
う
。
玉
器
は
居
住
区
か
ら
少
し
離
れ
た
墓
地
か
ら
出
土
し
た

可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
遺
構
の
状
況
を
知
る
手
が
か
り
が
少
な
く
、
そ
の

年
代
を
ふ
く
め
て
今
後
の
調
査
に
ゆ
だ
ね
ざ
る
を
え
な
い
。

　
収
集
さ
れ
た
玉
器
に
は
綜
、
壁
、
環
、
有
孔
斧
（
銭
）
、
石
庖
丁
形
刀
、

笄
な
ど
二
八
点
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
石
庖
丁
懇
懇
は
、
長
さ
五
四
・
六
㎝
の

長
大
な
玉
刀
で
、
田
畠
を
も
ち
、
両
短
辺
に
歯
牙
状
の
凹
凸
が
あ
る
。
す
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
林
巳
奈
夫
氏
や
卵
白
莉
氏
の
注
目
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ

こ
で
は
そ
れ
以
外
の
玉
珠
と
玉
璽
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。

106 （270）



龍山文化後期における玉器のひろがり（岡村）

　
2
　
玉
　
珠

　
珠
と
は
、
方
柱
の
上
下
が
円
筒
形
に
削
ら
れ
、
中
央
に
円
孔
が
貫
通
し
て

い
る
玉
器
を
い
う
。
藍
山
塞
遺
趾
か
ら
は
二
点
の
玉
踪
が
出
土
し
、
こ
れ
を

か
り
に
玉
踪
A
・
玉
珠
B
と
す
る
。
玉
綜
A
（
図
4
の
一
）
は
、
褐
色
の
斑

紋
が
混
じ
る
緑
色
の
玉
で
、
高
さ
四
・
一
㎝
、
外
径
七
・
一
㎝
、
内
径
六
・

四
㎝
。
外
径
に
た
い
す
る
内
径
が
大
き
い
た
め
、
器
壁
が
薄
い
の
が
特
徴
で

あ
る
。
方
角
部
に
上
下
二
段
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
獣
面
紋
は
、
凸
線
状
の
浮
き

彫
り
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
「
臣
」
字
形
の
目
の
輪
郭
に
稚
拙
な
円
形
の
眼
球
を

刻
み
、
凸
帯
状
の
長
い
口
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
左
右
に
隣
り
あ
う
野

面
紋
が
上
下
逆
向
き
に
な
り
、
卵
形
の
目
を
も
つ
同
形
の
獣
面
を
上
下
二
段

に
重
ね
て
い
る
こ
と
が
特
異
で
あ
る
。

　
玉
珠
B
（
図
4
の
2
）
は
、
褐
色
の
斑
紋
が
混
じ
る
淡
黄
緑
色
の
玉
で
、

高
さ
四
・
四
㎝
、
外
径
七
・
○
㎝
、
厚
さ
〇
二
二
㎝
。
玉
珠
A
と
同
じ
よ
う

に
内
径
が
大
き
く
、
器
壁
が
薄
い
。
横
断
面
は
隅
丸
方
形
で
、
上
部
の
み
わ

ず
か
な
円
筒
部
の
削
り
だ
し
が
あ
る
。
方
角
部
に
は
上
下
二
段
に
簡
略
化
し

た
獣
合
紋
が
あ
り
、
管
状
工
具
の
回
転
に
よ
っ
て
円
い
目
を
陰
刻
し
て
い
る
。

上
段
の
臆
面
は
凸
帯
状
の
冠
と
口
を
も
つ
の
に
た
い
し
て
、
下
段
の
細
面
に

は
冠
の
凸
帯
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
良
渚
文
化
の
玉
綜
と
一
致
す
る
。

ま
た
、
下
の
円
筒
部
の
削
り
だ
し
が
な
く
、
獣
面
紋
の
口
の
す
ぐ
下
が
底
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
な
っ
て
い
る
の
は
、
長
い
玉
琢
を
こ
こ
で
分
割
し
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

図4　玉山昴の玉珠（良渚型）

縦
に
四
つ
に
割
れ
た
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
割
れ
口
に
二
対
の
補
修

孔
を
あ
け
て
い
る
。

　
玉
珠
は
、
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年

ご
ろ
長
江
下
流
域
の
良
渚
文
化
に

出
現
し
、
高
さ
が
低
く
て
面
面
紋

の
精
緻
な
も
の
か
ら
（
図
5
の

一
・
2
）
、
長
大
で
節
の
数
が
多

く
、
白
面
紋
の
簡
略
化
し
た
も
の

（
図
5
の
3
・
4
）
に
変
化
し
て

い
っ
た
。
そ
の
最
終
段
階
は
前
二

五
〇
〇
年
ご
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な

良
渚
文
化
の
玉
琢
は
回
向
紋
を
も

つ
の
が
特
徴
で
、
こ
れ
を
良
化
型

玉
珠
と
す
る
。

　
良
渚
文
化
の
終
焉
か
ら
少
し
時

間
を
お
い
た
龍
山
文
化
後
期
に
、

黄
河
中
流
域
と
長
江
中
流
域
に
中

原
龍
山
型
玉
綜
が
発
現
す
る
。
山

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

西
再
啓
沿
県
陶
寺
遺
蛙
で
は
一
三
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図5　良渚型玉珠（ユ・2漸江瑞風M12，
　　　3・4江蘇寺敏M3）

基
の
墓
か
ら
一
点
ず
つ
玉
壷
が
出
土
し
、
年
代
の
わ
か
る
墓
は
い
ず
れ
も
龍

由
文
化
後
期
に
属
し
て
い
る
。
玉
踪
の
外
形
に
は
方
柱
形
と
円
柱
形
と
が
あ

り
、
高
さ
は
二
～
五
㎝
の
小
型
の
も
の
が
多
い
。
三
一
六
八
号
墓
の
例
（
図

6
の
2
）
は
、
器
壁
が
薄
く
、
方
角
部
に
は
横
に
一
工
条
の
凹
線
を
ほ
ど
こ
し

て
い
る
。
一
二
六
七
号
墓
の
例
（
図
6
の
3
）
は
、
円
筒
形
の
玉
踪
で
、
縦

の
凹
線
で
四
方
を
区
画
し
、
そ
こ
に
三
条
の
横
線
を
刻
ん
で
い
る
。

　
長
江
中
流
域
の
石
家
河
文
化
後
期
の
例
と
し
て
、
湖
北
省
荊
州
市
陰
癬
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

遺
事
に
近
い
薬
林
闘
四
一
号
甕
棺
墓
の
重
肴
は
、
高
さ
一
二
・
五
㎝
の
方
柱
形

で
、
方
角
部
に
三
条
の
凹
帯
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
ま
た
、
湖
南
省
安
郷
県

巨［ffi
　　　3

10cm

”
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

図6　中原龍山型玉珠（1湖南度家闘，

　　　陶寺M3168，3山西陶寺MI267）
2山西

の
形
態
情
報
が
中
原
に
伝
播
し
、
独
自
に
模
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

江
中
流
域
の
石
家
河
文
化
後
期
は
、
北
か
ら
田
原
龍
山
文
化
の
影
響
が
し
だ

い
に
強
ま
る
と
同
時
に
、
屈
家
付
文
化
以
来
の
在
地
的
な
土
器
様
式
が
変
質

し
、
石
家
河
を
中
心
と
す
る
城
郭
集
落
が
解
体
を
む
か
え
る
時
期
で
あ
り
、

こ
の
段
階
に
突
如
と
し
て
出
現
し
た
忙
々
は
、
そ
の
特
徴
が
同
時
期
の
陶
寺

遺
趾
の
も
の
に
類
似
す
る
こ
と
か
ら
み
て
、
良
渚
文
化
か
ら
の
直
接
的
な
影

響
で
は
な
く
、
中
原
を
経
由
し
た
間
接
的
な
影
響
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
中
原
龍
山
型
玉
珠
に
ふ
く
め
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

度
家
山
岡
で
採
集
さ
れ
た
玉
珠
は
、

高
さ
七
㎝
の
方
柱
形
で
、
方
角

部
に
四
条
の
胃
線
を
ほ
ど
こ
し
、

一二

�
ﾌ
低
い
中
帯
を
削
り
だ
し

て
い
る
（
図
6
の
一
）
。

　
こ
の
よ
う
な
陶
軽
骨
玩
や
長

江
中
流
域
か
ら
出
土
し
た
中
原

龍
山
型
玉
璽
は
、
良
渚
型
玉
珠

に
後
出
す
る
も
の
で
、
一
線
や

凹
帯
の
簡
単
な
紋
様
を
ほ
ど
こ

し
、
小
型
で
四
壁
が
薄
い
特
徴

を
も
っ
て
い
る
。
良
書
型
玉
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
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龍山文化後期における玉器のひろがり（岡村）

　
黄
河
上
流
域
の
斉
家
文
化
に
は
、
細
長
い
方
柱
部
の
上
下
に
長
め
の
円
筒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

部
を
削
り
だ
し
た
玉
珠
が
知
ら
れ
、
寧
夏
自
治
区
で
採
集
さ
れ
た
も
の
を
図

7
に
示
す
。
龍
山
文
化
後
期
よ
り
や
や
後
出
し
、
紋
様
を
も
た
な
い
素
朴
さ

が
特
徴
で
、
こ
れ
を
斉
家
型
玉
珠
と
呼
ぼ
う
。
客
省
荘
園
二
期
文
化
の
陳
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

掛
緒
県
滑
音
川
石
か
ら
出
土
し
た
面
差
は
、
里
余
か
ら
判
断
す
る
と
こ
の
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

式
に
属
す
よ
う
で
あ
り
、
陳
西
省
長
安
棟
上
泉
村
で
採
集
さ
れ
た
玉
珠
も
典

型
的
な
斉
家
型
で
あ
る
か
ら
、
東
は
関
中
盆
地
ま
で
お
よ
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
地
理
的
な
位
置
か
ら
み
て
、
斉
家
型
玉
踪
は
中
原
龍
山
文
化
の
影

響
を
受
け
て
独
自
に
模
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
石
器
時
代
の
玉
珠
は
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
よ
う
な
良
渚
型
、
中
原
龍
山
型
、

冨
、
、

蝋
、

図7　斉家型玉珠（寧夏自治区採集）

斉
家
型
の
三
型
式
に
大
別
さ
れ
、

こ
の
順
に
年
代
的
な
系
譜
と
東
か

ら
西
へ
の
地
理
的
な
推
移
を
た
ど

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
な
か
で

陳
北
の
藍
山
立
遺
趾
か
ら
出
土
し

た
玉
踪
は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、

そ
の
玉
柏
A
・
玉
珠
B
は
、
と
も

に
獣
面
紋
を
も
つ
良
宣
命
に
分
類

さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
玉
珠
B
は
、
紋
様
構
成
や
目
の
回
転
施
紋
な
ど
の
技
術

的
特
徴
が
良
渚
文
化
の
玉
珠
と
同
じ
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
長
江
下
流
域
で

製
作
さ
れ
、
一
〇
〇
〇
㎞
以
上
も
離
れ
た
黒
丸
に
も
ち
こ
ま
れ
た
可
能
性
が

高
い
。
い
っ
ぽ
う
の
玉
珠
A
は
、
壁
面
表
現
が
稚
拙
な
う
え
、
卵
形
の
目
を

も
つ
同
形
の
尉
面
を
上
下
二
段
に
重
ね
、
左
右
に
隣
り
合
う
獣
面
が
上
下
逆

向
き
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
良
渚
型
玉
踪
の
原
則
か
ら
は
ず
れ
て
お
り
、

良
渚
文
化
の
所
産
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
良
渚
型
年
払
を
模

倣
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
中
原
で
製
作
さ
れ
た
か
否
か
は
わ
か

ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
模
倣
の
度
合
い
は
中
原
龍
山
臼
玉
踪
よ
り
も
は
る

か
に
良
渚
文
化
の
も
の
に
忠
実
で
あ
り
、
良
渚
型
玉
珠
の
手
本
を
横
に
み
な

が
ら
模
作
し
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
玉
踪
B
の
よ
う
に
良
渚
型
玉
璽
は

良
渚
文
化
の
外
に
ま
で
運
ば
れ
て
い
た
か
ら
、
手
近
な
と
こ
ろ
に
モ
デ
ル
が

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
模
倣
を
く
り
か
え
す
な
か
で
、
よ
り
簡
略
化
し
た

中
原
龍
山
型
玉
器
が
生
み
だ
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
良
渚
型
と
中
原

龍
山
型
と
の
型
式
と
空
間
上
の
懸
隔
は
、
藍
山
昴
の
玉
綜
の
発
見
に
よ
っ
て

だ
い
ぶ
縮
ま
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
3
　
玉
　
壁

　
壁
と
は
、
中
心
に
円
孔
の
あ
る
円
盤
状
の
玉
器
を
い
う
。
蔵
山
昴
遺
趾
か

ら
は
四
点
以
上
の
塗
壁
が
出
土
し
、
そ
の
う
ち
三
点
の
状
況
が
判
明
し
て
い
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　揮つ

ぶ

艮
　
　
．

国

る
。
玉
壷
A
（
図
8
の
3
）
は
、
褐
色
の
斑
紋
が
は
い
っ
た
淡
緑
色
の
玉
で
、

正
円
形
を
呈
し
、
外
径
一
六
・
九
㎝
、
孔
径
六
・
七
㎝
、
厚
さ
○
・
四
五
㎝
。

玉
壁
B
（
図
8
の
4
）
は
、
周
縁
に
褐
色
斑
の
あ
る
黄
緑
色
の
玉
で
、
正
円

形
を
呈
し
、
外
径
一
一
・
一
㎝
、
孔
径
六
・
八
㎝
、
厚
さ
○
・
五
㎝
。
玉
壁

C
（
図
8
の
5
）
は
、
乳
白
色
に
変
色
し
た
黄
褐
色
の
玉
で
、
外
径
一
八
・

五
㎝
。
周
縁
が
い
び
つ
で
、
中
心
の
円
孔
は
片
面
か
ら
穿
孔
し
て
い
る
。

　
玉
里
は
、
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
ご
ろ
、
長
江
下
流
域
の
良
渚
文
化
や
遼
河

上
流
域
の
紅
山
文
化
に
相
次
い
で
出
現
す
る
。
玉
綜
と
ち
が
っ
て
玉
壁
は
形

が
単
純
な
た
め
、
そ
の
系
譜
を
追
う
こ
と
は
む
ず
か
し
い
が
、
良
渚
文
化
の

図8　良渚型（1・2）・中原龍山型（3・
　　　4・6）・斉家型（5）玉壁　（1・2
　　江蘇無難M3，3・4・5陳西薦山霧，
　　　6山西湖寺M1423）

こ
と
、
両
面
穿
孔
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

地
域
や
時
期
に
よ
る
変
異
が
み
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、

山
型
と
区
別
す
る
た
め
に
、

て
お
こ
う
。

　
中
原
で
は
山
西
省
裏
層
県
陶
寺
遺
趾
か
ら
八
○
点
あ
ま
り
出
土
し
、
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
確
実
な
も
の
は
す
べ
て
龍
山
文
化
後
期
の
墓
に
副
葬
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
特
徴
は
、
正
円
形
を
呈
し
、
外
径
は
最
大
の
も
の
が
二
二
・
五
㎝
、
最

小
の
も
の
が
七
・
二
㎝
、
多
く
は
一
〇
～
一
五
㎝
で
あ
る
。
中
央
の
孔
径
が

比
較
的
大
き
く
、
多
く
は
六
～
七
㎝
、
お
よ
そ
外
径
の
三
分
の
一
か
ら
二
分

玉
壁
は
正
円
形
を
呈
し
、
内
縁
と
外
縁
の
厚
さ
が
ほ
ぼ
均

一
な
板
状
で
、
周
縁
の
稜
角
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
に

た
い
し
て
、
紅
山
文
化
の
玉
壁
は
外
形
と
孔
が
不
整
形
で
、

周
縁
が
刃
状
に
薄
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
で
独
自
に
生
成
し
た
可
能
性
が
大
き
い
。

　
良
渚
文
化
の
玉
壁
に
つ
い
て
、
詳
し
い
報
告
の
あ
る
江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

蘇
省
武
進
県
寺
激
三
号
墓
を
例
に
み
て
お
こ
う
（
図
8
の

一
・
2
）
。
こ
こ
か
ら
は
計
二
四
点
の
玉
壁
が
出
土
し
、

外
径
は
一
六
・
四
～
二
六
・
二
㎝
、
孔
径
は
三
・
二
～

四
・
九
㎝
、
厚
さ
は
○
・
七
～
二
・
五
㎝
で
あ
る
。
外
径

に
く
ら
べ
て
孔
径
が
小
さ
い
こ
と
、
板
状
で
厚
み
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曾
爾
文
化
の
な
か
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぎ
に
述
べ
る
中
原
龍

　
　
　
　
と
り
あ
え
ず
こ
の
よ
う
な
玉
壁
を
良
渚
型
と
し
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の
一
の
大
き
さ
に
な
る
。
厚
さ
は
○
・
二
一
一
・
一
㎝
で
、
多
く
は
○
・
五

～
○
・
八
㎝
で
あ
る
。
実
見
し
た
一
四
二
三
号
墓
の
例
（
図
8
の
6
）
は
褐

色
の
斑
紋
の
あ
る
淡
黄
緑
色
の
玉
で
、
外
径
一
二
・
四
㎝
、
孔
曇
霞
・
一
㎝
、

厚
さ
は
○
・
二
㎝
と
ひ
じ
ょ
う
に
薄
く
、
片
面
穿
孔
か
両
面
穿
孔
か
は
判
別

で
き
な
い
。
H
区
墓
地
で
採
集
さ
れ
た
玉
壁
も
こ
れ
に
類
似
し
、
孔
径
が
大

き
く
、
厚
さ
は
○
・
二
㎝
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
陶
寺
遺
壮
の
玉
壁
は
、
良

墨
型
と
く
ら
べ
る
と
小
型
で
、
孔
径
が
大
き
く
、
薄
い
の
が
特
徴
で
あ
り
、

時
期
も
後
出
す
る
の
で
、
こ
れ
を
中
原
龍
山
型
玉
壁
と
呼
ん
で
お
こ
う
。
陶

寺
遺
趾
で
は
玉
壕
と
同
じ
時
期
に
出
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
良
渚
文
化
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

影
響
を
受
け
て
模
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
黄
河
上
流
域
の
斉
家
文
化
に
も
多
数
の
玉
壁
が
あ
り
、
発
掘
品
は
す
で
に

数
百
点
に
も
達
す
る
と
い
う
が
、
正
式
の
報
告
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
こ
れ
ま

で
十
分
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
上
海
博
物
館
の
黄
宣
侃
氏
に
よ

る
と
、
望
遠
か
ら
壁
の
厚
さ
分
だ
け
板
状
の
材
を
挽
き
切
り
、
片
面
か
ら
穿

孔
の
の
ち
、
周
辺
を
円
形
に
近
く
な
る
よ
う
に
角
の
切
り
落
と
し
と
研
磨
を

加
え
て
い
る
た
め
、
周
縁
の
端
面
に
は
異
な
っ
た
方
向
に
研
磨
さ
れ
た
小
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

な
面
が
み
ら
れ
、
外
形
が
い
び
つ
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
台
北
故
宮
博
物

院
に
収
蔵
す
る
玉
勤
は
そ
の
典
型
で
・
外
径
三
八
●
七
⊥
一
元
●
五
㎝
・
孔

径
六
・
四
～
六
・
六
㎝
、
厚
さ
一
・
二
～
二
・
二
㎝
と
い
う
い
び
つ
さ
で
あ

る
。
寧
夏
自
治
区
で
採
集
さ
れ
た
も
の
を
図
9
に
示
す
。
総
じ
て
み
る
と
、

外
形
が
不
整
形
、
孔
径
が
小
さ
い
、
片
面
穿
孔
、
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
こ

れ
を
斉
家
型
玉
壁
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
客
省
荘
第
二
期
文
化
の
陳
西
下
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

滝
県
康
家
遺
趾
か
ら
発
掘
さ
れ
た
玉
壁
は
、
図
が
発
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、

外
径
二
〇
・
八
㎝
、
孔
径
四
・
四
㎝
、
厚
さ
一
・
一
㎝
と
い
う
外
壁
か
ら
判

断
す
る
と
斉
家
型
に
属
す
よ
う
で
あ
り
、
玉
琢
と
同
じ
よ
う
に
斉
家
文
化
と

客
省
荘
第
二
期
文
化
と
の
近
い
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
新
石
器
時
代
の
島
国
を
門
並
型
、
中
原
龍
山
型
、
斉
家
型

の
三
型
式
に
大
別
し
、
こ
の
順
に
年
代
的
な
系
譜
と
東
か
ら
西
へ
の
地
理
的

な
推
移
を
あ
と
づ
け
た
。
そ
れ
は
玉
珠
の
あ
り
方
と
同
じ
で
あ
る
。
藍
山
昴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
玉
壁
の
う
ち
身
障
A
と
直
壁
B
は
、
三

図9　斉家型玉踪（寧夏自治区採集）

型
で
、
孔
径
が
大
き
く
、
薄
い
と
い
う
特

微
か
ら
中
原
龍
山
型
に
分
類
さ
れ
る
い
っ

　
⑱
ぼ
う
、
玉
壁
C
は
不
整
形
な
外
形
で
、
孔

径
が
小
さ
く
、
片
面
穿
孔
で
あ
る
と
こ
ろ

が
ら
み
て
斉
家
型
に
属
す
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
薦
山
踏
遺
趾
の
土
器
は
客
省
荘
第

二
期
文
化
に
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
そ
こ
か
ら
斉
家
型
玉
壁
が
出
土
し
て

い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
ま
た
、
藍
山

昴
と
陶
寺
遺
趾
と
の
距
離
は
二
〇
〇
㎞
ほ
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ど
で
、
お
そ
ら
く
陶
寺
詣
玩
を
中
心
と
す
る
山
西
西
南
部
を
通
じ
て
中
原
龍

山
型
玉
壁
が
流
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
藍
山
昴
の
擁
壁
に
は
二

系
統
あ
り
、
い
ず
れ
も
龍
山
文
化
後
期
の
う
ち
に
陳
北
に
流
入
し
た
も
の
と

考
え
て
お
き
た
い
。

①
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
山
西
工
作
隊
「
山
西
石
楼
盆
溝
原
始
文
化
遺

　
存
隔
（
『
考
古
学
置
酒
一
九
八
五
年
第
二
期
）
。
わ
た
し
の
分
類
で
は
分
散
型
集
落

　
に
あ
た
る
（
岡
村
秀
典
「
中
原
龍
山
文
化
の
居
住
形
態
」
糊
日
本
中
国
考
古
学
会

　
会
報
㎞
第
四
号
、
一
九
九
四
年
）
。

②
姫
乃
軍
「
延
安
市
発
現
的
古
代
玉
器
縣
（
『
文
物
睦
～
九
八
四
年
第
二
期
）
。

③
姫
乃
軍
「
延
安
市
蔽
柔
取
出
土
玉
器
有
関
問
題
探
討
」
（
噸
考
古
与
文
物
』
一
九

　
九
五
年
第
～
期
）
。

④
林
巳
奈
夫
「
関
子
催
師
二
里
頭
遺
趾
発
現
的
玉
江
」
（
『
国
立
台
湾
大
学
美
術
史

　
研
究
集
刊
盛
第
三
期
、
一
九
九
六
年
目
、
楊
美
莉
「
中
国
古
代
的
『
玉
兵
豊
（
『
故

　
宮
文
物
月
刊
輪
第
一
四
巻
第
二
号
、
一
九
九
六
年
）
、
楊
美
莉
「
多
孔
石
、
玉
刀

　
的
研
究
扁
（
糊
故
宮
学
術
季
刊
㎞
第
一
五
巻
第
三
期
、
一
九
九
八
年
）
。

⑤
良
渚
文
化
に
玉
珠
を
分
割
し
た
例
が
知
ら
れ
て
い
る
（
今
井
晃
樹
「
良
渚
文
化

　
の
地
域
間
関
係
」
『
日
本
中
国
考
古
学
会
会
報
』
第
七
号
、
一
九
九
七
年
）
。

⑥
高
偉
「
陶
寺
文
化
玉
器
及
相
関
問
題
」
（
『
東
藪
玉
器
（
円
翼
＞
6
。
貯
p
闘
牙
”

　
ω
団
広
げ
。
｝
。
｛
四
×
8
一
一
雪
8
）
㎞
第
一
巻
、
香
港
中
文
大
学
、
～
九
九
八
年
）
。

⑦
院
文
清
「
石
家
河
文
化
玉
器
概
論
」
（
『
故
宮
文
物
月
刊
』
第
一
五
巻
第
五
期
、

　
　
九
九
七
年
）
。

⑧
侮
壁
土
「
湖
南
史
前
玉
器
」
『
東
亜
玉
器
（
欝
。
。
〔
＞
6
。
冨
昌
一
p
二
二
ω
＜
ヨ
げ
。
｝
9

　
糊
×
8
一
一
Φ
p
8
）
』
第
　
巻
、
香
港
中
文
大
学
、
一
九
九
八
年
）
。

⑨
黄
世
語
門
斉
家
文
化
玉
礼
器
扁
（
『
東
亜
玉
器
（
国
◎
卑
〉
ω
ご
頃
》
住
臼
ω
《
ヨ
げ
。
一

　
。
｛
二
七
Φ
一
一
窪
。
①
）
』
第
～
巻
、
香
港
中
文
大
学
、
一
九
九
八
年
）
。

⑩
歴
史
系
考
古
専
業
七
七
級
実
習
隊
「
映
西
空
華
蘇
張
漿
村
発
掘
収
獲
」
（
『
西
北

　
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）
㎞
一
九
八
二
年
第
三
期
）
。

⑪
戴
応
新
門
神
木
石
昴
龍
山
文
化
玉
器
探
索
（
一
）
」
（
欄
故
宮
文
物
月
刊
隔
第
一

　
一
巻
第
五
期
、
一
九
九
三
年
）
。

⑫
南
京
博
物
院
コ
九
八
二
年
江
蘇
常
州
武
進
寺
激
遺
趾
的
発
掘
」
（
『
考
古
隔
一

　
九
八
四
年
第
二
期
）
。

⑬
高
偉
注
⑥
論
文
。

⑭
河
南
省
孟
津
県
弄
玩
二
号
佐
居
祉
か
ら
出
土
し
た
石
壁
は
、
青
砂
岩
製
で
、
外

　
径
が
二
〇
㎝
と
大
き
く
、
写
真
で
み
る
と
、
孔
径
が
小
さ
く
厚
み
が
あ
っ
て
、
良

　
渚
型
玉
壁
に
近
い
形
で
あ
る
（
河
南
省
文
物
管
理
局
ほ
か
噸
黄
河
小
浪
底
水
庫
文

　
物
考
古
報
告
集
㎞
、
黄
河
水
利
出
版
社
、
一
九
九
八
年
）
。
遺
趾
の
年
代
は
王
湾
第

　
二
期
文
化
と
い
う
か
ら
、
前
三
〇
〇
〇
年
紀
前
半
の
恥
掻
文
化
に
併
行
す
る
晴
期

　
で
、
陶
春
遣
玩
の
玉
壁
よ
り
ず
い
ぶ
ん
さ
か
の
ぼ
る
。

⑮
黄
宣
倣
注
⑨
論
文
。
な
お
、
斉
家
文
化
の
腹
壁
に
最
初
に
注
目
し
た
の
は
、

　
楊
美
正
門
大
旨
孤
姻
直
長
至
論
日
円
」
（
魍
故
宮
文
物
月
刊
』
第
一
一
巻
第
一
一
期
、

　
一
九
九
四
年
）
で
あ
ろ
う
。

⑯
岡
村
秀
典
「
1
1
玉
壁
扁
（
『
故
宮
博
物
院
1
3
玉
器
輪
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、

　
一
九
九
九
年
）
。

⑰
陳
西
省
考
古
研
究
所
康
家
考
古
隊
「
険
西
臨
渡
康
家
遺
趾
発
掘
鰯
報
し
（
『
考
古

　
与
文
物
輪
一
九
八
八
年
第
五
・
六
期
）
。

⑱
次
章
に
述
べ
る
立
業
の
神
木
県
石
工
遺
趾
か
ら
玉
壁
が
一
点
出
土
し
、
外
径
一

　
四
・
○
㎝
、
孔
径
六
・
五
㎝
、
厚
さ
○
・
三
㎝
、
そ
の
北
二
五
㎞
に
位
置
す
る
新

　
華
遣
趾
か
ら
は
玉
壁
が
二
点
採
集
さ
れ
、
ひ
と
つ
は
外
径
一
一
・
六
㎝
、
孔
径

　
六
・
三
㎝
、
厚
さ
○
・
三
㎝
、
も
う
ひ
と
つ
は
外
径
一
〇
・
五
㎝
、
孔
径
六
・

　
○
㎝
、
厚
さ
○
・
三
㎝
を
測
る
（
戴
出
嫌
「
神
木
石
昴
龍
山
文
化
玉
器
探
索
（
完

　
結
篇
）
」
『
故
宮
文
物
月
刊
㎞
第
一
一
巻
第
一
〇
弩
、
一
九
九
四
年
）
。
三
点
す
べ

　
て
中
原
龍
山
型
玉
壁
に
属
し
、
本
中
で
は
そ
れ
が
主
体
を
占
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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二
　
神
木
県
石
昴
邊
趾
と
そ
の
玉
器

　
1
　
遺
　
趾

　
神
木
県
は
陳
西
省
の
最
北
部
に
位
置
し
、
北
は
内
蒙
古
オ
ル
ド
ス
高
原
に

接
し
て
い
る
。
再
臨
は
神
木
県
の
南
六
〇
㎞
、
高
家
墾
堅
石
昴
村
に
あ
り
、

遺
草
の
西
南
部
に
は
戦
国
・
秦
代
の
長
城
が
遺
存
し
て
い
る
。
禿
尾
河
支
流

の
洞
川
平
に
臨
む
丘
陵
の
尾
根
上
に
立
地
す
る
環
境
は
、
藍
山
窟
遺
筆
と
よ

く
似
て
い
る
。
た
だ
、
強
い
風
食
・
浸
食
作
用
に
よ
っ
て
表
土
が
流
出
し
、

石
昴
の
名
の
と
お
り
山
頂
に
は
岩
盤
の
露
出
が
は
な
は
だ
し
い
。
楡
…
林
か
ら

神
木
を
へ
て
聖
体
に
い
た
る
道
路
が
眼
下
の
洞
川
下
に
沿
っ
て
通
じ
て
お
り
、

交
通
の
要
衝
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
石
昴
遺
蹴
は
、
一
九
七
六
年
に
発
見
さ
れ
、
翌
年
に
陳
西
省
考
古
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
戴
応
新
氏
は
そ
の
踏
査
の
概
要
を
報
告
し
た
。
そ
の
な
か
で
戴
氏
は
、
丘

陵
斜
面
の
断
崖
に
袋
状
灰
坑
や
石
灰
面
の
住
居
肚
、
墓
な
ど
が
露
出
し
、
土

器
や
石
器
が
一
㎞
ほ
ど
の
範
囲
に
散
布
し
て
い
る
こ
と
、
墓
に
は
土
坑
墓
、

板
石
の
石
棺
墓
、
甕
棺
墓
が
あ
り
、
完
形
の
土
器
は
土
坑
墓
、
小
型
の
玉
器

は
石
棺
墓
か
ら
し
ば
し
ば
出
土
す
る
こ
と
、
甕
棺
墓
は
大
型
の
藍
紋
灰
陶
箋

を
合
わ
せ
口
に
し
て
い
る
こ
と
、
採
集
さ
れ
た
土
器
は
客
進
軍
第
二
期
文
化

に
近
い
が
、
玉
器
は
そ
れ
と
同
時
期
も
し
く
は
毅
代
に
下
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
戴
氏
は
一
九
七
九
年
ま
で
調
査
を
継
続
し
、
計
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

二
七
点
の
玉
器
を
収
集
し
た
ほ
か
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
の
張
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

寿
氏
ら
も
踏
査
と
玉
器
の
収
集
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
　
｝
九
八
一

年
に
西
安
半
披
博
物
館
が
三
地
点
を
試
掘
し
、
住
居
肚
二
基
、
灰
坑
一
基
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

石
棺
墓
四
基
、
甕
棺
墓
一
基
を
発
見
し
た
。
ま
た
、
こ
の
と
き
の
調
査
に
よ

っ
て
、
遺
壮
の
面
積
は
約
五
〇
〇
〇
〇
㎡
あ
り
、
傍
居
蛙
や
忌
垣
な
ど
の
居

住
区
は
遺
鮭
の
中
央
に
、
石
棺
墓
や
甕
棺
墓
な
ど
の
墓
地
は
遺
蛙
の
東
北
部

に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
報
告
で
は
、
出
土
土
器
か
ら

み
て
居
住
平
楽
の
年
代
は
客
省
荘
第
二
期
文
化
で
よ
い
が
、
墓
地
の
年
代
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

二
里
頭
文
化
に
併
行
す
る
内
蒙
古
准
格
爾
旗
大
口
遺
影
第
二
期
文
化
と
同
時

代
で
、
墓
地
か
ら
出
土
す
る
玉
器
も
そ
れ
と
同
時
代
に
比
定
で
き
る
と
指
摘

し
て
い
る
。

　
発
掘
さ
れ
た
二
号
石
棺
墓
を
詳
し
く
み
て
み
よ
う
（
図
1
0
）
。
村
民
の
窯

洞
に
よ
っ
て
一
部
破
壊
さ
れ
て
い
る
が
、
擬
製
は
長
さ
一
・
九
m
…
、
幅
○
・

八
m
、
深
さ
一
・
八
m
、
板
石
が
数
枚
重
な
っ
た
下
に
卵
形
三
足
甕
と
大
型

証
を
合
わ
せ
口
に
し
た
甕
棺
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
で
い
う
石
蓋
甕
棺
墓

に
相
当
す
る
。
大
型
紅
は
下
半
部
が
破
壌
さ
れ
て
い
た
が
、
卵
形
三
足
甕
の

な
か
か
ら
頭
骨
や
胸
骨
な
ど
の
人
骨
の
ほ
か
、
胸
の
位
置
か
ら
緑
松
石
珠
が

出
土
し
、
死
者
の
腰
の
位
置
か
ら
爽
砂
灰
陶
の
難
二
点
と
罐
二
点
、
石
庖
丁

形
石
刀
｝
点
が
出
土
し
た
。
こ
の
石
刀
（
図
1
0
の
一
）
は
長
さ
三
五
㎝
、
二

　
　
　
⑥

孔
を
も
ち
、
石
窯
遺
趾
か
ら
多
数
採
集
さ
れ
て
い
る
石
庖
丁
形
勢
刀
と
同
じ

113 （277）
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形
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
同
時
代
の
可
能
性
が
高
く
、
玉
上
の
年
代
を
決
め

る
手
が
か
り
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

　
甕
棺
と
し
て
用
い
ら
れ
た
卵
形
三
足
甕
（
図
1
0
の
5
）
は
、
焼
成
の
良
好

な
泥
質
灰
陶
で
、
口
径
三
一
・
八
㎝
、
高
さ
七
〇
㎝
の
大
型
専
用
棺
で
あ
る
。

口
頸
部
が
や
や
据
置
し
、
臼
縁
端
部
は
面
を
も
ち
、
胴
部
と
底
部
の
問
に
は

稜
が
あ
る
。
器
壁
は
厚
く
、
三
足
を
ふ
く
む
外
面
の
金
面
に
粗
い
藍
紋
タ
タ

キ
呂
が
あ
る
。
調
査
者
が
こ
の
特
徴
的
な
土
器
を
も
と
に
大
口
遺
贈
第
二
期

文
化
に
類
似
す
る
と
み
た
の
は
正
し
炉
。
大
口
遺
趾
は
石
昴
遺
蛙
の
東
北
一

〇
〇
㎞
ほ
ど
に
あ
り
、
こ
こ
で
も
卵
形
三
足
甕
は
甕
棺
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
。
近
年
で
は
同
じ
よ
う
な
墓
制
が
山
西
中
部
を
中
心
に
内
蒙
古
・
陳
西

の
黄
土
高
原
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
、
こ
の
器
種
が
山
箇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

中
部
の
土
器
様
式
の
指
標
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
わ
た
し
は

河
南
省
焦
作
市
府
城
遺
趾
の
調
査
の
な
か
で
、
二
里
頭
時
代
に
太
行
山
南
麓

ま
で
こ
の
器
種
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
か
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

最
新
の
成
果
に
照
ら
し
て
石
昴
の
卵
形
三
足
甕
を
み
る
と
、
器
形
と
紋
様
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

山
西
省
沿
陽
県
天
道
河
遺
蛙
の
二
号
甕
棺
墓
例
に
も
っ
と
も
近
似
し
、
型
式

学
的
に
は
卵
形
三
足
甕
の
最
初
の
段
階
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
器
種
の
出
現
に
つ
い
て
は
、
龍
山
文
化
後
期
に
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
意
見
と

・
こ
れ
を
も
っ
て
こ
里
頭
時
代
の
指
標
と
す
る
意
見
と
が
対
立
し
、
い
ま
だ
結

論
を
み
て
い
な
い
。

　
そ
こ
で
こ
れ
と
共
学
し
た
爽
砂
灰
陶
罪
（
図
1
0
の
3
・
4
）
を
み
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

山
西
省
折
州
市
游
趣
遺
蛙
H
2
の
例
に
近
似
し
、
宋
建
忠
士
は
こ
れ
を
二
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

頭
文
化
第
一
期
に
併
行
す
る
「
東
太
墾
文
化
早
期
」
に
編
年
し
て
い
る
。
ま

た
、
石
綿
遺
墨
の
居
住
区
か
ら
出
土
し
た
土
器
の
、
沈
線
の
三
角
形
紋
を
刺

突
紋
で
う
め
る
紋
様
（
図
1
1
の
一
）
は
、
内
蒙
古
大
口
遺
趾
（
図
1
1
の
2
・ 114 （278）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

3
）
の
ほ
か
、
山
西
省
太
谷
県
白
燕
遣
趾
第
四
期
（
図
！
1
の
4
）
や
山
西
省

　
　
　
　
　
　
　
⑫

太
原
市
上
荘
村
遺
蛙
で
も
出
土
し
、
竹
管
を
押
し
つ
け
た
よ
う
な
列
状
円
圏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

紋
（
図
1
1
の
5
）
は
、
山
西
省
夏
県
東
下
鷹
三
男
の
第
｝
期
（
図
1
1
の
6
）

か
ら
第
四
期
（
図
1
1
の
7
）
以
後
に
み
ら
れ
る
紋
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

紋
様
は
龍
山
文
化
後
期
の
土
器
に
は
例
が
な
く
、
白
燕
遺
蛙
や
東
下
薦
遺
蛙

の
編
年
を
も
と
に
二
里
頭
時
代
に
位
置
づ
け
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
、
石
昴
蟻
巻
の
居
住
区
も
そ
の
下
墨
は
二
里
頭
時
代
に
お
よ
び
、
居

2

吻

龍山文化後期における玉器のひろがり（岡村）

3

，

「

b

，

場

凌　
　
「

1

囎
ノ

4
翻
．

．窩駅‘写

暫
’

住
区
と
墓
地
と
は
龍
山
文
化
後
期
か
ら
二
墨
髭
時
代
に
か
け
て
同
時
に
並
存

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
墓
地
か
ら
出
土
し
た
玉
器
の
年
代
に
つ
い
て
も
、

ひ
と
ま
ず
こ
の
範
囲
に
お
さ
ま
る
も
の
と
想
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て

ま
た
、
石
昴
遺
墨
は
客
題
号
第
二
期
文
化
に
ふ
く
ま
れ
る
と
と
も
に
、
山
西

中
部
を
中
心
と
し
た
二
里
頭
時
代
「
東
太
墾
文
化
」
に
も
ふ
く
ま
れ
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
山
西
と
陳
北
の
黄
河
を
は
さ
ん
だ
東
西
交
流
に
つ
い

て
は
、
前
章
に
中
原
龍
山
型
玉
壁
の
ひ
ろ
が
り
か
ら
示
唆
し
て
い
た
と
こ
ろ

　　　　　　　　　　　　　塵塩海灘錘醜6

図11二里頭時代の土器紋様（1・5陳西石昴，2・3
　　　内蒙古大口，4山西白燕，6・7山西東下1馬）

で
あ
る
が
、
以
下
に
玉
器
を
分
析
す
る
う
え
で
も
留
意
し
て

お
き
た
い
と
お
も
う
。

　
石
昴
の
玉
器
の
な
か
で
多
数
を
占
め
る
玉
響
璋
と
石
庖
丁

形
玉
刀
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
詳
し
く
取
り
あ
げ
ら

れ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
以
外
の
玉
器
に
つ
い
て
検
討
し

て
み
よ
う
。

　
2
　
鷹
形
藩
閥

　
鷹
形
玉
算
と
は
、
翼
を
折
り
た
た
ん
で
静
止
す
る
立
鷹
を

丸
彫
り
で
あ
ら
わ
し
た
棒
状
の
玉
器
で
、
石
昴
遺
鮭
か
ら
は

二
点
が
出
土
し
て
い
る
。
戴
応
新
氏
は
最
初
そ
れ
を
「
玉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

蜆
」
と
「
玉
蟷
螂
」
の
名
で
報
告
し
、
後
に
は
そ
の
後
者
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

つ
い
て
「
玉
鷹
」
と
紹
介
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
台
北
故
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宮
博
物
院
の
鄭
淑
同
氏
は
、

こ
の
二
点
は
両
方
と
も

「
玉
七
紋
笄
」
と
呼
ぶ
べ

き
も
の
で
、
長
江
中
流
域

の
石
家
河
文
化
や
河
南
省

安
陽
市
の
股
嘘
か
ら
類
例

が
出
土
し
て
い
る
こ
と
を

指
摘
し
、
さ
ら
に
、
そ
の

上
線
紋
の
技
法
と
鷹
の
モ

チ
ー
フ
は
龍
山
時
代
に
華

東
（
山
東
）
か
ら
長
江
中

流
域
に
流
行
し
た
も
の
で
、

石
昴
の
二
点
は
華
東
な
い

し
は
華
中
か
ら
も
た
ら
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

れ
た
も
の
と
推
測
し
た
。

　
石
蝋
で
採
集
さ
れ
た
鷹

形
玉
算
A
（
図
1
2
の
王
）

は
、
青
緑
色
の
玉
で
、
縦

に
半
切
さ
れ
て
左
半
身
だ

け
が
残
っ
て
い
る
。
長
さ

六
・
五
㎝
。
感
状
に
曲
が
っ
た
豫
、
楕
円
形
に
突
出
し
た
目
を
も
ち
、
後
頭

部
に
は
短
く
巻
き
上
が
る
冠
毛
が
あ
る
。
冠
毛
の
下
、
翼
と
の
間
に
は
刻
紋

が
あ
る
。
後
ろ
に
折
り
た
た
ん
だ
翼
は
、
右
翼
が
左
翼
の
上
に
重
な
り
、
翼

の
羽
毛
は
二
線
で
あ
ら
わ
さ
れ
、
根
元
が
渦
状
に
巻
い
て
い
る
。
鋭
い
二
本

の
爪
を
も
つ
足
を
童
心
で
あ
ら
わ
し
、
翼
の
下
に
は
格
子
状
の
尾
羽
根
が
陰

刻
さ
れ
て
い
る
。
尾
羽
根
の
端
は
少
し
隆
起
し
、
そ
の
下
に
前
壁
か
ら
穿
孔

し
た
細
い
孔
が
貫
通
し
て
い
る
。

　
鷹
形
玉
笄
B
（
図
1
2
の
2
）
は
、
長
さ
七
・
○
㎝
、
全
体
に
い
ち
じ
る
し

く
摩
滅
し
、
冠
毛
の
下
の
刻
彫
や
足
と
尾
羽
根
の
古
前
は
す
べ
て
看
取
で
き

な
い
。
ま
た
、
鈎
状
の
縁
や
目
の
表
現
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
、
金

体
の
形
、
と
り
わ
け
後
頭
部
に
短
く
巻
き
上
が
る
冠
毛
、
左
翼
の
上
に
重
な

っ
た
右
翼
、
無
線
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
翼
の
羽
毛
、
足
の
表
現
と
お
も
わ
れ
る

前
面
の
劃
り
込
み
、
前
面
か
ら
の
片
面
穿
孔
な
ど
の
特
徴
は
鷹
形
玉
笄
A
と

完
全
に
同
じ
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
鷹
形
玉
算
は
、
長
江
中
流
域
の
石
家
河
文
化
に
数
例
が
あ
る

ほ
か
、
股
代
の
湖
北
省
黄
阪
県
盤
龍
城
遺
趾
や
河
南
省
准
陽
県
濡
塘
村
、
河

南
省
安
国
市
小
誌
三
三
一
号
墓
、
同
毅
嘘
婦
好
墓
な
ど
か
ら
出
土
し
、
わ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

し
は
こ
れ
を
A
型
と
B
型
の
二
型
式
に
分
け
た
。
す
な
わ
ち
、
石
昴
の
鷹
形

玉
笄
A
に
代
表
さ
れ
る
A
型
は
、
鷹
の
目
・
鈎
啄
・
足
・
尾
羽
根
が
明
瞭
に

表
現
さ
れ
る
も
の
で
、
な
か
で
も
石
昴
と
小
屯
三
三
　
暑
墓
の
例
は
冠
毛
と
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翼
と
の
間
に
細
か
い
刻
紋
を
も
つ
点
で
共
通
す
る
。
い
っ
ぽ
う
、
大
男
の
鷹

形
羽
風
B
に
代
表
さ
れ
る
B
型
は
、
全
体
の
形
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
後
頭

部
に
巻
き
あ
が
る
冠
毛
、
左
翼
の
上
に
重
な
っ
た
右
翼
、
凸
線
で
あ
ら
わ
さ

れ
た
翼
の
羽
毛
、
前
面
か
ら
の
片
面
穿
孔
な
ど
の
特
徴
は
A
型
と
一
致
す
る

が
、
細
部
の
描
出
が
不
鮮
明
と
な
っ
て
全
体
に
摩
滅
し
た
よ
う
な
印
象
を
受

け
る
も
の
で
あ
る
。
年
代
が
下
る
に
つ
れ
て
紋
様
が
退
化
ま
た
は
省
略
化
す

る
と
仮
定
す
る
な
ら
、
A
型
が
古
く
、
B
型
が
新
し
い
と
推
測
さ
れ
る
が
、

現
状
で
は
そ
れ
を
検
証
す
る
資
料
が
な
い
。
む
し
ろ
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、

長
江
中
流
域
の
石
家
河
文
化
後
期
に
す
で
に
A
型
と
B
型
が
並
存
し
、
そ
こ

か
ら
一
〇
〇
〇
㎞
ほ
ど
隔
た
っ
た
石
昴
に
も
A
型
と
B
型
が
あ
り
、
そ
れ
よ

り
数
百
年
下
っ
た
段
後
期
の
鴻
巣
に
も
A
型
と
B
型
が
並
存
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

！ノ＼！

酪￥4

1

2

　
こ
の
よ
う
な
鷹
飼
玉
算
が
石
家
河
文
化
で
＝
面
的
に
製
作
さ
れ
、
そ
こ
か

ら
製
品
が
中
原
や
陳
北
に
運
ば
れ
た
こ
と
は
、
未
成
品
や
玉
廃
材
の
出
土
す

る
製
作
遺
託
が
石
家
河
文
化
に
存
在
し
、
と
り
わ
け
鷹
形
玉
器
の
未
成
品
と

推
定
さ
れ
る
「
玉
管
」
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
鷹
端
黒
笄
の
出
土
遺
書
は

石
家
河
文
化
が
も
っ
と
も
古
い
こ
と
、
同
じ
よ
う
な
鷹
の
形
象
は
石
家
河
文

化
に
少
な
く
な
い
の
に
た
い
し
て
、
中
原
や
詳
報
に
は
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
み

ら
れ
な
い
こ
と
、
石
家
河
文
化
に
存
在
し
た
置
形
玉
笄
の
A
型
と
B
型
の
二

型
式
が
と
も
に
中
原
や
葦
北
に
も
並
存
し
、
玉
器
工
人
の
移
動
や
技
法
の
伝

播
は
考
え
が
た
い
こ
と
、
に
よ
っ
て
証
明
で
き
る
。
そ
し
て
、
鷹
翠
玉
笄
と

と
も
に
石
家
河
文
化
の
玉
虎
頭
（
図
1
3
）
も
ま
た
石
昴
に
運
ば
れ
て
い
る
こ

と
を
あ
げ
て
、
そ
の
傍
証
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
石
昴
の
鷹
形
玉
笄
A
が
縦
半
分
に
挽
き
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
昴
遺
趾
か
ら
多
く
出
土
し
て
い
る
、
薄
く

図13石家河文化の玉虎頭
　　　（1・2陳西石昴，3
　　湖北鶏林醐W41）1の縮
　　尺1／2

挽
き
切
ら
れ
た
玉
牙
璋
や
石
庖
丁
形
玉
刀
と

関
連
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
石
昴
で
は
ま
た
玉

珠
の
一
辺
を
薄
く
挽
き
切
っ
た
玉
器
も
出
土

し
て
い
る
（
図
1
4
）
。
こ
れ
は
長
さ
二
〇
・

○
㎝
、
幅
五
・
六
㎝
、
厚
さ
○
・
四
㎝
の
扁

平
な
長
方
形
で
、
上
部
に
一
孔
が
あ
り
、
両

長
辺
の
同
じ
位
置
に
＝
二
条
の
短
い
凹
線
を
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「

図14　石昴出土の玉珠剥

　　　片（中原龍山型）

刻
ん
で
い
る
。
戴
応
新
嘗
は
こ
れ
を
「
五
尺
形
器
」
と
呼
ん
で
定
規
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

の
用
途
を
推
測
し
て
い
る
が
、
前
章
に
み
た
中
原
龍
山
型
走
者
に
相
当
す
る

も
の
だ
ろ
う
。
台
湾
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
あ
る
玉
踪
の
剥
片
も
ま
た
中
原
龍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

山
型
の
も
の
で
、
四
条
の
凹
線
を
刻
み
、
同
じ
よ
う
に
上
部
に
一
士
を
も
つ
。

こ
の
よ
う
な
薄
く
挽
き
切
る
所
為
に
つ
い
て
林
巳
奈
夫
氏
は
、
地
方
首
長
の

保
有
す
る
玉
器
を
王
が
従
属
の
し
る
し
と
し
て
取
り
あ
げ
て
分
割
し
、
そ
の

半
分
を
割
符
の
よ
う
に
も
と
の
首
長
に
返
し
て
支
配
・
従
属
の
あ
か
し
に
し

　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
と
推
測
し
て
い
る
。
た
だ
、
鷹
形
玉
笄
や
玉
踪
は
外
か
ら
の
搬
入
品
で
あ

り
、
良
渚
文
化
の
玉
章
に
は
分
割
し
た
二
器
が
同
一
の
墓
か
ら
出
土
し
た
例

が
あ
る
こ
と
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
分

割
し
た
玉
器
が
陳
套
に
集
中
し
、
他
地
域
で
は
少
な
い
こ
と
を
ふ
く
め
、
今

後
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
3
　
玉
牙
壁

　
牙
壁
と
は
、
有
孔
円
盤
の
周
縁
に
到
り
込
み
を
ほ
ど
こ
し
た
風
車
形
の
玉

器
で
あ
る
。
石
昴
遺
趾
か
ら
は
三
点
が
出
土
し
て
い
る
。
牙
壁
A
（
図
1
5
の

一
）
は
、
一
部
に
褐
色
の
混
じ
る
乳
白
色
半
透
明
の
玉
で
、
玉
質
は
鷹
形
玉

笄
や
玉
虎
頭
に
近
い
。
外
径
六
・
一
㎝
、
孔
径
三
・
五
㎝
、
厚
さ
○
・
四
㎝
。

孔
径
が
大
き
く
、
内
縁
か
ら
し
だ
い
に
薄
く
な
っ
て
刃
状
の
周
縁
と
な
る
た

め
、
壁
と
い
う
よ
り
環
と
い
う
べ
き
形
で
あ
る
。
周
縁
の
三
方
を
斜
め
に
明

り
込
ん
で
牙
を
つ
く
り
、
各
牙
の
間
に
二
ヶ
所
の
浅
い
刻
み
を
い
れ
て
い
る
。

牙
壁
B
（
図
1
5
の
3
）
は
、
牙
壁
A
と
同
じ
良
質
で
、
外
径
一
〇
・
○
㎝
、

孔
径
五
・
七
㎝
、
厚
さ
○
・
四
㎝
。
孔
径
が
大
き
く
、
周
縁
が
刃
状
に
薄
く

な
っ
た
環
形
を
呈
し
、
周
縁
の
三
方
に
小
さ
な
牙
を
つ
く
っ
て
い
る
。
牙
壁

C
（
図
1
5
の
2
）
は
、
青
緑
色
の
玉
で
、
楕
円
形
の
環
状
を
呈
し
、
外
径
は

長
径
一
一
・
○
㎝
、
短
径
八
・
五
㎝
、
孔
径
は
長
径
六
・
五
㎝
、
短
径
五
．

五
㎝
、
同
じ
よ
う
に
孔
径
が
大
き
く
、
周
縁
が
刃
状
に
薄
く
な
っ
て
い
る
。

四
方
向
に
牙
を
つ
く
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
牙
の
問
に
は
歯
牙
状
の
凹
凸
を
刻
ん

で
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
牙
壁
に
つ
い
て
安
志
敏
氏
は
牙
の
数
に
よ
っ
て
四
型
式
に
分
類
し
た
が
、

編
年
に
は
、
断
面
形
、
牙
の
形
、
歯
牙
状
の
凹
凸
の
有
無
、
大
き
さ
、
の
四

要
素
が
重
要
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
つ
ぎ
の
二
型
式
に
大
別
す
る
。
す
な
わ
ち
、

大
波
口
型
は
、
周
縁
が
刃
状
を
な
す
環
形
で
、
牙
の
到
り
込
み
が
鋭
く
、
歯
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回
状
の
凹
凸
が
な
く
、
最
大
径
が
一
〇
㎝
を
こ
え
な
い
小
型
品
で
あ
る
。
股

塊
茎
は
、
内
縁
か
ら
外
縁
ま
で
厚
さ
の
均
一
な
壁
形
で
、
牙
の
創
り
込
み
が

鈍
く
、
周
縁
に
歯
牙
状
の
凹
凸
が
あ
り
、
最
大
径
が
一
〇
㎝
を
こ
え
る
大
型

品
で
あ
る
。

　
大
波
一
型
牙
壁
は
、
遼
東
半
島
に
製
作
地
の
ひ
と
つ
が
あ
り
、
大
波
口
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

化
後
期
か
ら
山
東
龍
山
文
化
前
期
に
遼
東
か
ら
山
東
に
お
も
に
分
布
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

大
波
口
文
化
後
期
の
山
東
省
膠
県
三
里
河
遺
趾
の
例
を
み
よ
う
。
二
七
三
号

墓
の
牙
壁
は
、
外
径
六
・
四
㎝
、
断
面
が
長
三
角
形
を
呈
し
、
牙
の
方
向
が

一
定
し
な
い
（
図
1
6
の
一
）
。
二
二
九
号
墓
の
牙
壁
は
、
外
径
四
・
五
㎝
、

半
漁
の
問
に
小
さ
な
突
起
が
あ
る
（
図
1
6
の
2
）
。
い
っ
ぽ
う
股
二
型
牙
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
、
股
後
期
に
下
る
も
の
で
、
河
南
省
安
陽
市
小
屯
西
北
地
一
一
号
墓
の
牙

壁
は
、
外
径
一
二
・
○
㎝
、
孔
径
六
・
七
㎝
、
厚
さ
○
・
四
㎝
、
三
方
に
牙

が
あ
り
、
虹
梁
の
間
に
歯
牙
状
の
凹
凸
が
あ
る
（
図
1
6
の
3
）
。
同
小
駅
二

　
　
　
⑮

三
二
号
墓
の
牙
壁
は
、
外
径
一
二
・
五
㎝
、
孔
径
四
・
六
㎝
、
厚
さ
○
・

龍山文化後期における玉器のひろがり（岡村）

1

0

5
㎝
　
2

3
　
繭

智

畠

図15石昴出土の牙壁
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　　　東三里河，殼三型：3河南
　　　小屯西北地Mll，4河南小
　　　屯M232）

八
㎝
、
周
縁
の
傷
み
が
は
げ
し
い
が
、
三
方
に
牙
が
あ
り
、
各
牙
の
問
に
歯

牙
状
の
凹
凸
が
あ
っ
た
ら
し
い
（
図
1
6
の
4
）
。

　
以
上
の
編
年
に
よ
り
、
牙
壁
は
環
形
か
ら
二
形
へ
、
牙
の
馴
り
込
み
が
鋭

い
も
の
か
ら
鈍
い
も
の
へ
、
小
型
品
か
ら
外
径
が
一
〇
㎝
を
こ
え
る
大
型
晶

へ
、
歯
牙
状
の
凹
凸
の
出
現
、
と
い
う
流
れ
が
み
い
だ
せ
る
。
こ
の
編
年
観

を
も
と
に
石
鹸
の
玉
壷
壁
を
み
る
と
、
牙
壁
A
は
標
準
的
な
大
波
門
屋
に
属

す
い
っ
ぽ
う
、
牙
壁
B
は
牙
の
創
り
込
み
が
鈍
く
、
大
き
さ
が
大
波
ロ
型
の

基
準
ぎ
り
ぎ
り
で
あ
り
、
牙
壁
C
は
牙
の
翻
り
込
み
が
鈍
く
、
大
型
で
歯
牙

状
の
装
飾
を
も
ち
、
断
面
が
臨
監
に
な
る
な
ど
股
嘘
型
に
よ
り
近
い
特
徴
を

も
っ
て
い
る
た
め
、
牙
壁
B
と
牙
壁
C
は
大
波
口
型
と
股
嘘
型
と
の
中
間
に

位
置
づ
け
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
独
立
し
た
一
型
式
と
み
な
す
に

は
ま
だ
資
料
数
が
少
な
い
わ
り
に
変
異

が
大
き
い
け
れ
ど
も
、
山
東
龍
山
文
化

後
期
の
代
表
的
な
大
型
墓
が
発
見
さ
れ

た
山
東
省
臨
胸
県
西
朱
封
遺
趾
で
こ
の

中
間
的
な
型
式
の
牙
壁
二
点
が
採
集
さ

　
　
　
⑱

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
そ
れ
ら

は
山
東
龍
山
文
化
前
期
と
股
代
と
の
間
、

す
な
わ
ち
龍
山
文
化
後
期
か
ら
二
里
頭

時
代
に
お
お
よ
そ
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
つ
ぎ
に
各
型
式
の
分
布
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
大
波
口
型
牙
壁
は
、

遼
東
で
の
製
作
が
確
実
で
、
お
も
に
遼
東
・
山
東
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
は

す
で
に
述
べ
た
。
こ
の
型
式
は
石
馬
の
ほ
か
に
、
股
後
期
の
河
南
省
安
陽
市

　
　
　
　
⑳

股
嘘
婦
好
墓
か
ら
も
鵬
土
し
て
い
る
（
図
1
7
）
。
そ
れ
は
外
径
六
・
一
㎝
、

孔
径
二
・
三
㎝
、
厚
さ
○
・
三
㎝
、
三
方
に
牙
の
あ
る
標
準
的
な
大
波
口
型

で
あ
り
、
山
東
か
ら
も
た
ら
さ
れ
　
○
○
○
年
あ
ま
り
伝
世
し
た
古
玉
と
考

え
ら
れ
る
。
孔
の
一
部
が
紐
ず
れ
に
よ
っ
て
い
ち
じ
る
し
く
鵬
ん
で
い
る
の

は
、
そ
の
長
い
伝
世
を
物
語
っ
て
い
る
。
股
・
西
周
時
代
の
大
墓
に
は
し
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

し
ば
新
石
器
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
呑
玉
が
副
葬
さ
れ
て
お
り
、
前
節
に
み
た

鷹
形
幽
玄
と
同
じ
よ
う
に
、
選
好
墓
の
牙
壁
も
龍
山
文
化
の
う
ち
に
中
原
に
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龍山文化後期における玉器のひろがり（岡村）

も
た
ら
さ
れ
、
石
昴
の
斜
壁
A
は
さ
ら
に
陳
北
へ
と
運
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
牙
壁
の
模
作
が
は
じ
ま
り
、
石
昴
の
牙
壁
B

や
牙
壁
C
の
よ
う
な
大
型
化
と
歯
牙
状
の
装
飾
を
ほ
ど
こ
す
よ
う
に
な
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
石
上
の
牙
壁
C
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
歯
牙
状
の
凹
凸
は
、
龍
山
文
化
後
期
に

出
現
し
、
そ
の
後
に
継
承
さ
れ
た
装
飾
で
、
藍
山
羊
遺
趾
の
石
庖
丁
形
玉
出

に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
れ
は
石
菖
の
ほ
か
の
玉
器
に
も
少
な
か

ら
ず
あ
り
、
そ
の
ひ
と
つ
を
図
1
8
に
示
す
。
こ
れ
は
扁
平
な
面
壁
形
の
玉
を

分
割
し
た
も
の
で
、
片
側
は
自
然
に
破
断
し
た
た
め
補
修
孔
を
一
対
あ
け
、

図17　股嵯婦好墓出土の牙壁（大波口型）

も
う
い
っ
ぽ
う
は
人
為
的
に
切
断
し
、
片
面
に
は
途
中
で
放
棄
し
た
穿
孔
が

あ
る
。
石
昴
の
牙
壁
C
の
年
代
を
補
強
す
る
資
料
に
な
る
だ
ろ
う
。

④

◎

　
4
　
玉
　
関

　
菊
と
は
、
柄
に
た
い
し
て
直
角
に
剣
形
の
刃
を
装
着
す
る
武
器
で
あ
る
。

石
山
卯
遣
直
か
ら
は
嘘
泣
が
一
点
出
土
し
て
い
る
（
図
1
9
）
。
黒
褐
色
の
墨
玉

で
、
長
さ
二
九
・
四
㎝
、
曲
部
（
援
）
の
幅
六
・
○
㎝
、
厚
さ
○
・
六
㎝
。

長
い
援
は
両
側
辺
が
ほ
ぼ
平
行
し
、
先
が
二
等
辺
三
角
形
を
呈
す
る
が
、
仔

細
に
み
る
と
、
両
側
辺
は
か
す
か
に
内
湾
し
、
先
端
は
丸
み
を
帯
び
た
置
形

＼◎／ノ

ク
ノ

／
ノ

！

◎

、

㎝
0

図18　石昴出土の歯牙状の凹凸をもつ玉器
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図19　二二出土の玉

を
な
し
て
い
る
。
援
は
両
面
と
も
平
ら
な
板
状
を
呈
し
、
先
へ
と
し
だ
い
に

面
取
り
の
幅
を
加
え
、
上
刃
は
先
端
か
ら
六
・
四
㎝
、
下
刃
は
一
〇
・
一
㎝

の
長
さ
に
つ
く
る
だ
け
で
あ
る
。
基
部
（
内
）
は
長
方
形
で
、
援
と
の
境
に

一
孔
を
あ
け
て
い
る
。
両
面
穿
孔
で
、
摩
滅
の
痕
跡
は
な
い
。
や
や
斜
め
に

切
ら
れ
た
内
の
端
面
は
擦
り
切
り
の
痕
跡
を
と
ど
め
、
等
間
隔
の
刻
み
を
四

ヶ
所
に
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
援
と
内
の
境
は
上
下
で
わ
ず
か
に
ず
れ
て
お
り
、

柄
に
た
い
し
て
や
や
鋭
角
に
父
が
装
着
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
実
際

に
木
柄
に
装
着
し
た
か
否
か
は
と
も
か
く
、
上
下
非
対
称
に
な
る
と
こ
ろ
は

同
時
期
の
玉
牙
璋
に
も
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る
。

　
こ
の
玉
父
に
つ
い
て
、
台
北
故
宮
博
物
院
の
楊
美
莉
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

い
う
。
こ
れ
ま
で
発
掘
さ
れ
た
文
の
な
か
で
は
、
河
南
省
橿
師
市
二
叩
頭
遺

蛙
か
ら
出
土
し
た
二
里
頭
＝
一
期
の
玉
父
（
図
2
0
の
一
・
2
）
・
銅
父
（
図
2
0

の
3
・
4
）
が
も
っ
と
も
古
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
か
な
り
完
成
さ
れ
た
形

で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
龍
山
文
化
後
期
と
い
わ
れ
る
石
昴
の
玉
父
は
古
拙
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

趣
が
あ
り
、
石
昴
で
発
達
し
た
玉
牙
璋
を
も
と
に
創
作
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、

と
。
わ
た
し
は
こ
の
説
に
賛
成
す
る
。
そ
れ
は
石
昴
の
玉
子
が
父
形
器
と
し

て
は
も
っ
と
も
古
く
さ
か
の
ぼ
る
だ
け
で
な
く
、
上
述
の
よ
う
に
、
援
の
両

面
と
も
平
ら
で
、
先
の
四
割
ほ
ど
の
長
さ
し
か
刃
を
つ
け
ず
、
内
と
援
と
の

境
に
一
孔
を
あ
け
、
わ
ず
か
に
上
下
非
対
称
に
つ
く
る
手
法
な
ど
、
玉
牙
璋

に
き
わ
め
て
近
い
特
徴
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
く
に
援
の
先
に
だ
け
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O

3
口

一

10em

図20　二里頭文化の玉響（1・2）と銅k（3・4）

刃
が
あ
り
、
上
下
で
刃
の
長
さ
が
ち
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、
今
回
、
実

測
図
を
作
成
し
て
は
じ
め
て
わ
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
創
出
期
の
玉
父

が
玉
牙
璋
と
同
じ
機
能
を
も
つ
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
父
の
起
源
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
憶
説
が
提
出
さ
れ
て
き
た

が
、
石
昴
の
三
業
の
発
見
に
よ
っ
て
、
よ
り
確
か
な
手
が
か
り
が
え
ら

れ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
形
の
玉
気
は
ほ
か
に
例
が
な
い
た
め
、
そ
れ
が
二
里
頭

文
化
の
玉
父
に
そ
の
ま
ま
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は

七
十
・
石
文
を
ふ
く
め
た
雛
形
器
の
原
形
に
な
っ
た
の
か
ど
う
か
は
即

断
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
二
里
頭
文
化
の
玉
山
・
羅
文
は
援
の
両
側
辺

が
細
長
く
平
行
し
て
い
る
特
徴
は
、
石
昴
の
幽
間
を
継
承
し
て
い
る
よ

う
に
み
え
る
。
さ
ら
に
、
二
里
頭
遺
趾
で
採
集
さ
れ
た
銅
気
（
図
2
0
の

4
）
は
内
に
三
条
の
深
い
切
れ
込
み
と
横
線
が
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
股

二
丁
好
墓
な
ど
股
後
期
の
玉
文
に
簡
略
化
し
た
形
で
受
け
継
が
れ
て
い

く
が
、
石
昴
の
玉
文
の
内
の
端
面
に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
四
ヶ
所
の
小
さ
な

刻
紋
は
そ
の
さ
き
が
け
と
な
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
類
例
の
増
加

を
ま
ち
た
い
。

①
戴
応
新
「
陳
西
神
木
県
石
昴
龍
山
文
化
遺
蛙
調
査
」
（
『
考
古
』
一
九
七

　
七
年
第
三
期
）
。

②
戴
応
新
「
神
木
石
昴
龍
山
文
化
玉
器
」
（
『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
八
年
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第
五
・
⊥
ハ
期
）
。

③
張
長
寿
「
論
神
木
出
土
的
刀
密
売
刃
玉
器
」
（
『
南
中
国
国
隣
近
地
区
古
文
化
研

　
究
臨
香
港
難
文
大
学
中
国
文
化
研
究
所
中
国
考
古
芸
術
研
究
中
心
専
刊
八
、
一
九

　
九
四
年
）
。

④
西
安
半
披
博
物
館
「
陳
西
神
木
石
昴
遺
赴
調
査
試
掘
簡
報
漏
（
㎎
史
前
研
究
』
　

　
九
△
二
年
第
二
期
）
。

⑤
吉
発
習
・
馬
耀
析
「
内
蒙
古
准
格
爾
旗
大
口
遺
趾
的
調
査
与
試
掘
」
（
『
考
古
蜘

　
～
九
七
九
年
第
四
期
）
。

⑥
注
④
の
報
皆
で
は
、
図
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
（
図
八
の
8
）
に
は
「
単
式
石
刀
（
M

　
2
”
5
）
」
と
あ
る
が
、
報
文
に
は
「
H
式
一
一
件
。
標
本
M
ユ
一
3
漏
と
あ
っ

　
て
一
致
し
な
い
。
し
か
し
、
M
1
に
は
副
葬
品
が
な
く
、
∬
式
石
刀
は
M
2
の
～

　
点
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
報
文
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
贋
文
に
は

　
こ
の
石
刀
の
長
さ
は
三
・
五
㎝
と
記
さ
れ
る
が
、
報
告
図
二
と
図
八
の
縮
尺
か
ら

　
み
て
、
長
さ
一
二
五
㎝
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦
秋
山
進
午
門
山
西
省
太
原
西
郊
王
門
溝
繊
土
の
卵
形
三
足
凶
漁
（
『
考
古
学
研

　
究
隔
第
三
三
巻
第
王
暑
、
　
九
八
六
年
）
、
崔
落
「
夏
商
周
E
代
三
足
甕
」
（
『
考

　
古
与
文
物
』
一
九
九
二
年
第
六
期
）
、
張
徳
光
「
盆
溝
信
連
与
硲
道
河
王
足
翁
的

　
時
代
問
題
」
（
『
文
物
季
刊
』
一
九
九
四
年
第
一
期
）
、
張
斌
宏
・
底
巧
霊
「
蛋
形

　
三
足
甕
初
探
」
（
『
文
物
季
刊
輪
一
九
九
七
年
第
三
期
）
。

⑧
山
西
省
考
古
研
究
所
「
山
西
扮
陽
県
黒
道
河
遺
嵐
調
査
」
（
『
考
古
臨
一
九
八
三

　
年
第
＝
期
）
。

⑨
所
州
考
古
隊
「
山
西
摂
州
市
中
趣
遺
出
発
掘
簡
報
」
（
㎎
考
古
』
】
九
八
九
年
第

　
四
期
）
。

⑩
宋
建
忠
「
晋
中
地
区
夏
時
期
考
古
遺
存
研
究
」
（
『
山
西
省
考
古
学
会
論
文
集
駄

　
二
、
～
九
九
四
年
）
。

⑪
晋
中
考
古
隊
「
山
西
太
谷
白
燕
遣
蛙
第
一
地
点
発
掘
簡
報
」
（
馴
文
物
』
一
九
八

　
九
年
第
三
期
）
。

⑫
　
岡
山
大
学
文
学
部
に
保
管
す
る
和
島
誠
～
発
掘
資
料
。
上
荘
村
遣
蛙
の
土
器
は

　
現
在
、
城
西
国
際
大
学
の
倉
林
真
砂
斗
氏
が
惜
平
中
で
、
岡
山
大
学
な
ら
び
に
倉

　
林
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
実
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
上
平
本
中
鮭
は
注
⑦
秋
山
論

　
文
に
紹
介
さ
れ
た
王
門
溝
遺
鮭
に
隣
接
し
、
多
数
出
土
し
た
東
太
塗
文
化
の
土
器

　
の
な
か
に
は
二
里
頭
文
化
か
ら
の
搬
入
土
器
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

⑬
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
夏
県
東
下
鵜
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
八

　
八
年
）
。

⑭
戴
応
新
注
②
論
文
。

⑮
戴
応
新
「
神
木
石
昴
龍
山
文
化
玉
器
探
索
（
完
結
篇
と
（
鱗
故
宮
文
物
月
刊
』

　
第
＝
巻
第
一
〇
号
、
～
九
九
四
年
）
。

⑯
郡
淑
籏
「
也
談
華
西
系
統
的
玉
器
（
六
と
（
隅
故
宮
文
物
月
刊
』
第
二
巻
第

　
一
〇
号
、
～
九
九
四
年
）
。

⑰
岡
村
秀
典
「
公
元
前
二
千
年
前
後
中
国
玉
器
之
拡
張
」
（
噸
東
亜
玉
器
（
国
婁

　
》
喝
。
冨
郷
蜜
牙
…
ω
く
ヨ
び
。
一
〇
｛
国
×
。
Φ
一
♂
口
8
）
』
第
一
巻
、
香
港
中
文
大
学
、
一
九

　
九
八
年
）
。

⑱
否
応
新
注
⑮
論
文
。

⑲
一
九
九
七
年
に
北
京
大
学
サ
ッ
ク
ラ
i
考
古
芸
術
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
台
湾

　
震
旦
文
教
基
金
会
の
出
展
に
よ
る
「
中
国
古
代
玉
器
工
芸
教
学
標
本
展
」
の
資
料
。

⑳
林
巳
奈
夫
『
中
国
古
語
の
研
究
㎞
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）
。

⑳
安
志
敏
「
牙
壁
試
析
」
（
噸
東
亜
玉
器
（
三
盛
》
ω
莚
肖
宣
鋤
彫
ω
《
ヨ
げ
。
一
。
｛

　
糊
×
o
Φ
幕
⇒
。
㊦
）
』
第
｝
巻
、
香
港
中
文
大
学
、
…
九
九
八
年
）
。

⑳
　
陶
村
秀
典
「
中
國
先
史
時
代
玉
器
の
生
産
と
流
通
i
前
王
○
○
○
年
紀
の
遼

　
東
半
島
を
中
心
に
」
（
㎎
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
生
麓
と
流
通
の
歴
史
社
会
学
的
研

　
究
』
、
中
国
書
店
、
一
九
九
四
年
）
。

⑱
　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
隅
膠
県
三
里
河
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
八

　
八
年
）
。

⑳
　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
安
陽
工
作
隊
門
一
九
七
六
年
安
陽
小
割
西
北
地
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発
掘
簡
報
」
（
明
考
古
』
一
九
八
七
年
第
四
期
）
。

⑮
　
石
匙
如
『
小
誌
輪
（
第
一
本
・
丙
編
・
王
・
南
組
百
計
、
中
央
研
究
院
歴
史
語

　
言
研
究
所
、
一
九
七
｝
二
年
）
。

⑳
安
志
敏
　
注
⑳
論
文
の
図
5
・
3
に
ほ
ぼ
同
形
の
玉
牙
壁
二
点
が
発
表
さ
れ
て

　
い
る
。

⑳
　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
股
虚
妄
二
二
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
八

　
○
年
）
。

⑱
　
林
巳
奈
夫
「
股
一
婦
好
評
出
土
の
玉
器
若
干
に
対
す
る
注
釈
」
（
『
東
方
学
報
隔

　
京
都
第
五
八
冊
、
～
九
八
六
年
、
注
⑳
書
に
再
録
）
。

⑳
　
楊
美
莉
「
中
國
古
代
的
『
玉
兵
匝
業
二
二
兵
系
列
之
～
」
（
『
故
宮
文
物
月
刊
』

　
第
一
五
巻
第
一
号
、
一
九
九
七
年
）
。

三
　
中
原
・
陳
北
へ
の
玉
器
の
流
れ

　
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
紀
の
龍
山
時
代
、
申
国
の
各
地
に
独
演
の
土
器
文
化

が
並
立
す
る
と
同
時
に
、
相
互
交
流
が
し
だ
い
に
密
接
に
な
っ
て
い
っ
た
。

小
論
で
は
陳
北
か
ら
出
土
し
た
い
く
つ
か
の
玉
器
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
源
流

を
探
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
し
て
僻
遠
の
硯
北
に
も
た
ら
さ

れ
た
の
か
を
考
え
て
み
た
。
こ
こ
で
そ
れ
を
ま
と
め
な
が
ら
、
龍
山
時
代
の

地
域
間
交
流
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
龍
山
文
化
後
期
に
広
域
に

ひ
ろ
が
っ
た
玉
器
が
二
里
頭
時
代
以
後
に
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の

か
を
素
描
し
て
み
た
い
。
な
お
、
藍
山
幸
遺
蛙
と
石
昴
遺
勲
の
年
代
は
、
龍

山
文
化
後
期
か
ら
二
里
頭
時
代
前
期
、
お
よ
そ
前
上
〇
〇
〇
年
前
後
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
ず
玉
踪
は
、
前
三
〇
〇
〇
年
ご
ろ
長
江
下
流
域
の
良
渚
文
化
に
出
現
し
、

こ
の
良
渚
型
を
も
と
に
、
龍
山
文
化
後
期
の
黄
河
中
流
域
に
中
原
龍
山
型
、

黄
河
上
流
域
に
斉
家
型
が
相
次
い
で
生
成
す
る
。
薦
山
昴
か
ら
出
土
し
た
二

点
の
玉
珠
は
、
と
も
に
良
渚
型
に
属
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
玉
総
B
は
良

渚
型
の
製
品
が
江
南
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
玉

踪
A
は
良
渚
型
の
一
次
模
倣
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
模
倣
の
反
復
と
紋
様
の

簡
略
化
に
よ
っ
て
二
次
的
に
中
原
肝
玉
踪
が
生
み
だ
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。

ま
た
、
石
昴
出
土
の
縦
に
挽
き
切
ら
れ
た
玉
踪
剥
片
は
中
原
龍
山
型
に
属
し
、

中
原
か
ら
の
鍛
入
品
と
考
え
ら
れ
る
。

　
玉
踪
と
同
じ
よ
う
に
玉
壁
も
前
三
〇
〇
〇
年
ご
ろ
長
江
下
流
域
の
良
渚
文

化
に
出
現
し
、
こ
の
良
歯
型
を
も
と
に
、
龍
山
文
化
後
期
の
黄
河
申
流
域
に

申
原
龍
山
型
、
黄
河
上
流
域
に
斉
家
型
が
相
次
い
で
生
成
す
る
。
東
か
ら
西

へ
の
四
壁
の
ひ
ろ
が
り
は
、
い
ま
ま
で
の
と
こ
ろ
砂
型
の
分
布
が
交
錯
す
る

現
象
は
み
ら
れ
ず
、
形
態
情
報
の
伝
播
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
陳
北
で
は
、
藍
山
昴
の
二
点
と
石
昴
の
～
点
、
お
よ
び
石
昴
の
北
に
あ

る
新
華
遺
趾
の
二
点
の
計
五
点
が
中
原
龍
山
型
に
属
し
、
薦
山
山
卯
の
玉
壁
C

～
点
の
み
斉
家
型
で
あ
る
。
関
中
の
客
省
荘
重
二
期
文
化
に
は
斉
家
型
の
玉

踪
・
玉
壁
が
分
布
し
て
い
る
が
、
陳
北
で
は
そ
れ
は
劣
勢
で
あ
る
。

　
二
里
頭
時
代
の
玉
珠
・
玉
響
は
確
実
な
発
掘
例
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
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な
い
。
つ
づ
く
三
代
に
な
る
と
、
数
は
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
ふ
た
た
び
そ

　
れ
が
発
現
す
る
。
そ
の
形
は
玉
珠
・
玉
壁
と
も
お
お
む
ね
中
原
龍
山
型
を
継

　
承
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
玉
踪
の
な
か
に
は
河
南
省
安
陽
市
侯
家
荘

　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
一
〇
〇
四
号
墓
例
の
よ
う
に
斉
家
型
に
近
い
も
の
が
あ
る
。

　
　
石
昴
か
ら
出
土
し
た
顔
形
玉
算
と
玉
虎
頭
は
、
長
江
中
流
域
の
石
家
河
文

　
化
後
期
に
つ
く
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
搬
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
鷹

　
形
玉
薬
A
は
縦
に
半
切
さ
れ
て
い
る
。
鷹
形
玉
算
は
長
江
中
流
域
の
ほ
か
に
、

　
黄
河
中
流
域
の
股
墓
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
た
め
、
中
原
を
経
・
田
し
て
龍
山

　
文
化
後
期
の
う
ち
に
石
昴
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
形
が
複

　
雑
な
た
め
か
、
こ
れ
の
模
倣
品
は
な
く
、
後
代
に
も
継
承
さ
れ
て
い
な
い
。

蛙
ま
た
、
二
里
頭
時
代
の
確
実
な
発
掘
例
が
な
い
こ
と
は
玉
珠
．
玉
壁
と
同
じ

麗
で
あ
る
。

関
の
　
毒
牙
壁
は
前
三
〇
〇
〇
年
紀
前
半
の
遼
東
・
山
東
に
玉
環
の
変
形
と
し
て

そと
大
波
口
型
牙
壁
が
生
ま
れ
、
股
代
に
は
歯
牙
状
の
装
飾
を
も
つ
股
塘
型
牙
壁

硫礪
が
出
現
す
る
。
大
波
口
型
牙
壁
に
は
製
品
が
中
原
や
石
昴
ま
で
運
ば
れ
、
股

瑞
後
期
ま
で
伝
世
し
た
も
の
が
あ
咳
ま
た
石
昴
の
牙
壁
B
と
牙
壁
。
は
そ
の

土出
中
間
的
な
型
式
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
た
め
、
龍
山
文
化
後
期
に
大
波
ロ
型
を

北挾
継
承
す
る
玉
牙
壁
が
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
二
里
頭

目
時
代
に
は
確
実
な
発
掘
例
が
な
い
。

　
　
以
上
の
よ
う
に
、
龍
山
時
代
の
遼
東
・
山
東
か
ら
長
江
中
・
下
流
域
に
起
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龍山文化後期における玉器のひろがり（岡村）

会
す
る
玉
器
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
つ
く
ら
れ
た
製
品
が
中
原
や
陳
北
に

　
　
　
　
②

も
ち
運
ば
れ
、
そ
の
一
部
は
完
膚
ま
で
伝
世
す
る
と
と
も
に
、
玉
踪
・
玉

壁
・
玉
璽
壁
は
形
の
摸
倣
を
も
と
に
中
原
龍
山
文
化
の
な
か
で
独
自
の
型
式

が
つ
く
り
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
玉
踪
・
玉
壁
は
ま
た
西
の
か
た
斉
家
文
化

で
も
独
特
な
型
式
が
誕
生
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
も
二
里
頭
時
代
に

は
姿
を
み
せ
な
い
が
、
玉
垣
・
玉
壁
・
玉
牙
壁
は
段
後
期
に
以
前
か
ら
の
系

譜
に
つ
な
が
る
型
式
が
再
発
現
し
た
の
で
あ
る
。
幕
無
文
化
の
厚
面
紋
と
股

周
時
代
の
養
餐
紋
と
を
結
び
つ
け
、
良
書
文
化
の
消
滅
・
移
住
・
玉
器
の
拡

散
を
想
定
す
る
説
が
か
つ
て
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
あ
ま
り
に
短
絡
的

で
あ
っ
て
、
実
際
は
江
南
と
中
原
と
の
問
に
か
ぎ
ら
ず
、
龍
山
時
代
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
の
間
で
多
様
な
交
流
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
な
か

で
申
原
は
周
辺
地
域
の
文
化
を
積
極
的
に
吸
収
し
、
股
周
時
代
に
つ
な
が
る

独
自
の
文
化
を
醸
成
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
中
原
周
辺
の
地
域
に
由
来
す
る
玉
器
に
た
い
し
て
、
玉
父
は

中
原
も
し
く
は
陳
北
の
龍
山
文
化
後
期
に
一
一
璋
を
原
形
と
し
て
誕
生
し
、

工
里
頭
時
代
に
盛
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
玉
野
は
石
目
と
二
里
頭
遺
祉
か
ら

多
く
謁
土
し
て
い
る
玉
牙
璋
・
石
庖
丁
形
玉
刀
と
も
時
間
的
に
併
行
し
、
ま

た
大
型
の
有
二
二
で
、
お
も
に
墨
差
で
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
点
で
も
共
通
す

る
。
た
だ
し
、
一
一
里
岡
文
化
以
後
、
玉
牙
璋
と
石
庖
丁
形
玉
刀
は
中
原
で
は

ほ
と
ん
ど
跡
を
絶
っ
て
し
ま
う
い
っ
ぽ
う
、
武
器
形
の
玉
丈
だ
け
は
そ
の
後

に
存
続
し
て
い
る
と
い
う
ち
が
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
玉
詰
軍
と
石
庖
丁
形

玉
璽
に
交
代
す
る
か
の
よ
う
に
、
申
原
で
玉
稼
・
心
置
・
玉
御
壁
な
ど
が
再

発
現
す
る
の
は
な
ぜ
か
、
そ
の
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
今
後
の
課
題
で

あ
る
。

　
陳
北
出
土
玉
器
の
製
作
地
に
つ
い
て
、
美
山
総
譜
雄
を
調
査
し
た
姫
乃
軍

氏
は
、
延
安
の
北
に
あ
る
子
長
県
や
安
塞
県
に
は
玉
の
産
地
が
あ
り
、
と
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
子
器
県
で
は
飴
玉
を
産
出
す
る
と
い
う
。
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
陳
北
の

玉
器
に
は
少
な
く
と
も
翠
玉
と
青
玉
の
二
種
類
が
あ
り
、
前
者
は
大
型
の
有

刃
器
、
後
者
は
玉
壁
な
ど
の
装
飾
的
な
玉
器
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

大
型
の
有
刃
器
が
石
昴
か
ら
多
数
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
学
長

県
に
産
す
る
墨
玉
を
用
い
て
陳
北
で
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
が
、
製

作
遣
阯
の
発
見
が
ま
た
れ
る
。
龍
山
文
化
か
ら
二
里
頭
時
代
に
お
け
る
中
原

と
陳
北
と
の
地
域
間
関
係
を
ふ
く
め
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
①
梁
思
永
・
高
去
聖
画
侯
家
荘
』
（
第
五
本
・
一
〇
〇
四
号
大
国
、
中
央
研
究
院

　
　
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
七
〇
年
）
。

　
②
蕨
山
昴
遺
趾
や
山
西
省
陶
寺
遺
趾
で
は
、
良
渚
文
化
に
特
徴
的
な
「
し
」
字
形

　
　
大
型
石
刀
が
出
土
し
、
そ
の
交
流
が
玉
器
の
よ
う
な
威
信
財
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ

　
　
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
③
姫
乃
軍
門
延
安
市
藤
山
昴
出
土
玉
器
上
関
問
題
探
討
」
（
『
考
古
与
文
物
』
～
九

　
　
九
五
年
第
一
期
）
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
一
九
八
○
年
代
以
後
、
良
渚
文
化
と
紅
山
文
化
の
玉
器
の
め
ざ
ま
し
い
発

見
に
よ
っ
て
、
股
周
時
代
に
先
行
す
る
玉
器
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
黄
河
中
・
上
流
域
の
玉
器
に
つ
い
て
は
、
現
地
の
研
究
者
を
申
心

に
調
査
が
す
す
め
ら
れ
、
近
年
で
は
台
湾
の
研
究
者
が
着
目
す
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
も
の
の
、
玉
器
の
多
く
が
正
式
の
発
掘
品
で
は
な
く
、
詳
細
な
報

告
が
少
な
い
た
め
か
、
日
本
で
は
そ
の
関
心
が
ひ
じ
ょ
う
に
薄
い
よ
う
に
お

も
わ
れ
る
。

　
小
論
で
は
陳
北
か
ら
出
土
し
た
玉
器
の
い
く
つ
か
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
源

流
が
遠
く
山
東
や
畏
江
中
・
下
流
域
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、

龍
山
文
化
後
期
に
玉
器
の
製
品
が
遠
く
ま
で
も
ち
運
ば
れ
た
り
、
形
の
情
報

が
広
域
に
伝
播
し
て
模
作
さ
れ
た
結
果
、
中
原
龍
山
文
化
や
斉
家
文
化
に
独

自
の
玉
器
が
誕
生
し
、
二
里
頭
文
化
以
後
の
玉
器
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
推

測
し
た
。

　
し
か
し
、
な
お
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
挾
北
は
今
世
紀
に
お
け

る
革
命
を
推
進
し
た
中
心
地
で
あ
る
が
、
そ
の
地
理
的
な
制
約
の
た
め
に
、

前
近
代
の
中
国
史
に
お
い
て
主
導
的
な
役
割
を
演
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
陳
北
に
は
る
ば
る
一
〇
〇
〇
㎞
以
上
の
道
の
り
を
玉
器
は
な
ぜ
「
長

征
」
し
、
こ
れ
だ
け
多
様
な
系
統
の
玉
器
が
吹
き
溜
ま
り
の
よ
う
に
集
中
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
は
依
然
と
し
て
謎
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
玉
器
が
ど
の
よ
う
に
し
て
二
里
頭
文
化
以
後
の
玉
器
に
継
承
さ
れ
て
い

っ
た
の
か
、
と
く
に
そ
れ
は
中
国
初
期
王
朝
の
誕
生
「
革
命
」
の
時
期
に
あ

た
る
だ
け
に
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

挿
図
出
典
　
出
典
を
明
記
し
て
い
な
い
も
の
は
筆
者
の
作
成
に
よ
る
。
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